
 
 

一般社団法人 

品質工学会 
2020年度 定時社員総会 

 

⽇時： 2020 年 7 ⽉ 16 ⽇(⽊) 11:00~12:00 
場所： 学会事務所(水道橋)およびリモート環境 

 

開会  会⻑挨拶 
議事録署名人の選定 

議事 [審議] 第 1 号議案 2019 年度事業報告 
第 2 号議案 2019 年度決算報告 
第 3 号議案 理事改選 

 
休憩 

授賞紹介 
 

(臨時理事会) 
精密測定技術振興財団品質工学賞論文賞、 
ASI 賞、⽇本規格協会理事⻑賞 

  
[審議] 

2020 年度体制 挨拶 
第 4 号議案 名誉会員の推薦 

 [報告] (1) 2020 年度 事業計画案 
(2) 2020 年度 予算案 

 [紹介] (1) 2020 年度 支援会員 
(2) 2019 年度 貢献賞受賞者 

閉会   
 
 

  

 
 

※ 本資料および関連資料は 
こちらからも参照できます。 

 
品質工学会公式ホームページ 
http://www.rqes.or.jp/ 

http://www.rqes.or.jp/


 

 2020〜2021 年度 代議員名簿  
(選挙区ごと五⼗⾳順/敬称略) 

 

 
総計 126 名 

選挙区 氏名 所属 選挙区 氏名 所属

北海道東北 三森 智之 アルプスアルパイン株式会社 甲信越北陸 嘉指 伸一 嘉指技術品質研究所
佐々⽊ 市郎 アルプスアルパイン株式会社 中澤 和彦 アルプスアルパイン株式会社
⽩⽊ 信 アルプスアルパイン株式会社 浜⽥ 真 北陸職業能⼒開発⼤学校
山野 竹秀 アルプスアルパイン株式会社 水谷 淳之介 富山高等専門学校
滝⽥ 祐一 株式会社ケーヒン 山本 桂一郎 富山高等専門学校
坂川 義満 坂川品質相談所 早川 幸弘 富山高等専門学校
佐藤 幸太 光ガラス株式会社 畠山 鎮 YKK株式会社
清水 友治 岩手⼤学 武澤 泰則 ㈱松浦機械製作所
手島 昌一 アングルトライ株式会社 ⻘⽊ 規泰 ㈱松浦機械製作所
植 英規 福島工業高等専門学校 増⽥ 雪也 (有)増⽥技術事務所

高⽥ 圭 セイコーエプソン(株)
関東 久⽶原 宏之 (一財)地域産学官連携ものづくり研究機構 中⻄ 徹 ⽇本電産サンキョー(株)

斎藤 淳一 (株)ミツバ 熊坂 治 株式会社産業革新研究所
石井 克明 群馬県繊維工業試験場 ⽊下 秀明 テルモ(株)
櫻井 ⽂仁 群馬工業高等専門学校 宮川 和博 山梨県産業技術センター
石井 尚正 群馬県⽴ 高崎産業技術専門校 佐々⽊ 賢 (株)ノトアロイ
鏑⽊ 哲志 群馬県⽴ 東⽑産業技術センター 中⻄ 貴志 EIZO(株) 
深澤 宏 (株)ウテナ 伊勢 ⼤成 国際高等専門学校
鷺谷 武明 太陽誘電(株)
河⽥ 直樹 埼玉工業⼤学 東海 越水 重臣 産業技術⼤学院⼤学
⼤野 純一 新電元工業(株) 針幸 達也 静岡県工業技術研究所
舩⼾ 吉幸 (株)アルビオン 森 輝雄 森技術⼠事務所
福島 祥夫 埼玉工業⼤学 藤本 亮輔 東芝機械(株)
明石 一弥 (株)フジクラ 北 英紀 名古屋⼤学
⼆ノ宮 進一 ⽇本工業⼤学 岡本 利雄 中部品質管理協会
⽥村 寿人 キヤノンファインテックニスカ(株) 川口 保彦 ブラザー工業(株)
山口 信次 山口 直樹 アイシン精機(株)
榊 卓也 ⽇本光電工業(株) ⼤⾒ 健⼆ (株)ダイセル
⽮野 耕也 ⽇本⼤学 ⽣駒 亮久 元KYB(株)
池嶋 昭一 理想科学工業(株) 吉野 節⼰ 三宝化学工業(株)
⾦本 良重 ⽥中 靖久 住友電装(株)

中条 孝則 富⼠電機(株)
東京 ⽥口 伸 American Supplier Inst. Inc. 中村 創一 三重県工業研究所

⼟屋 元彦 玉⽊ 淳 三菱ケミカル(株)
杉山 一宏
⽇座 和典 (株)⽇⽴製作所 ⽇⽴総合技術研修所 関⻄ 鐡⾒ 太郎 三菱電機(株)
松坂 昌司 太⽥ 勝之 (株)シマノ
中島 尚登 東京慈恵会医科⼤学 越山 卓 (有)キューイーエム
小平 努 側 友宏 パナソニック(株)
中島 建夫 原 和彦
小川 豊 東芝エレベータ(株) 原 宜宏 摂南⼤学
⻑谷部 光雄 のっぽ技術開発研究所 渡辺 誠
江末 良太 (株)IHI 高濱 正幸 三菱⽇⽴パワーシステムズ(株)
茂⽊ 悠佑 (株)IHI 芝野 広志
⾒原 ⽂雄 JMAC 中尾 誠仁 (株)ネオス
小澤 修 ⽇本規格協会 奥村 進 公⽴⼤学法人滋賀県⽴⼤学
奥山 奥⼠ コニカミノルタ(株) 井上 徹夫 (株)シマノ

山口 新吾 パナソニック(株)
神奈川 宇⽥川 浩⼆ 富⼠ゼロックス㈱

飯島 清高 富⼠ゼロックス㈱ 中国四国 小野 正幸 DOWA IP クリエーション㈱
安藤 ⼒ 富⼠ゼロックス㈱ 山口 ⼤造 津山工業高等専門学校
茂⽊ 徹 ⽇産⾃動⾞株式会社 深堀 貢 マツダ(株)
⻄野 眞司 ⽇産⾃動⾞株式会社 桑原 修 広島市工業技術センター
佐々⽊ 康夫 ㈱リコー 武重 伸秀 マツダ(株)
松下 誠 ㈱リコー 岩永 禎之 四国職業能⼒開発⼤学校
⻘⽊ 昭夫 帝京⼤学 ⻄野 精一 阿南工業高等専門学校
高橋 和仁 神奈川産業技術総合研究所 寳山 靖浩 リョービ(株)
本⽥ 忠⾏ ソニーセミコンダクタソリューション(株) ⼤塚 宏明 マツダ(株)
丸山 修司 花王(株) 上原 一剛 鳥取⼤学
細井 光夫 (株)小松製作所
熊谷 保昭 元(株)三菱ふそう 九州 楢原 弘之 九州工業⼤学
曽我 光英 ⽇本精工(株) 平井 智紀 佐賀県工業試験センター
坂本 慎太郎 CIG Photonics Japan (株) 五島 伸洋 ＴＯＴＯ(株)
阿部 誠 (株)いすゞ中央研究所 成⽥ 秀夫 (株)安川電機
稲垣 雄史 統計数理研究所 石⽥ 雄⼆ ⻄⽇本工業⼤学
佐藤 和彦 キヤノン(株) 石⽥ 秀一 国⽴研究開発法人 産業技術総合研究所
春名 一志 三菱電機(株)



 
 
 品質工学会の⽬指すところ，ビジョン 30，⼤切にすること 

制定 2017 年 6 ⽉ 22 ⽇ 一般社団法人 品質工学会 
  

品質工学会は、⽥口⽞一博⼠の提唱する品質工学の開発・研究を⾏い、考え⽅・手法を提供してきまし
た。25 周年を機会に一般社団法人として新たな活動を開始いたしました。ここに未来に向けて会員が⽬指
すところ、ビジョン、そして⼤切にすることについてまとめました。 
 

目指すところ  品質工学の開発・研究を通じて、あらゆる分野における総合的な評価体系を
提供することで以下に貢献します。 

  1. プロセスの⽣産性の向上 
  2. 製品・サービスの創出 
  3. より豊かで⾃由な社会の実現 

 
ビジョン 30  30 周年に向けて、常に全体最適を考え、いかなる場合も顧客視点での評価

技術を継続的に提供し、以下を実現します。 
 “あらゆる分野に評価でイノベーションを” 
  1. ⾃⼰実現と社会認知 
  2. 新しい品質工学の考え、手法の開発 
  3. イノベーションへの貢献 

 
⼤切にすること  私たちは、⽥口⽞一の考え、考え⽅を良く理解し、以下のことを⼤切にして⾏

動します。 
  1. 高い志で創意工夫し、⽬的志向で継続的に取り組みます 
  2. 機能性評価と最適化の考え・手法を開発します 
  3. オリジナルな研究を実例で⾏います 
  4. 正しさの追究でなく、経済的な優劣で議論します 
  5. 成果を広く社会に発信し、普及します 
  6. 専門技術の開発を支援します 
  7. 全体最適化の視点で研究します 
  8. 先⾏性.汎⽤性、再現性を確保し、技術開発の効率を追究します 

 
会の運営の考え方  ⼤切なことを基本に、⽬指すところ、ビジョンを達成するため次のことを定めて運営し

ます。 
  1. 法令と社会規範を遵守し公正・健全な学会活動を⾏います 
  2. 互いの人権・個性・価値観など多様性を尊重します 
  3. 学会の持続的成⻑を⽬指し、⾃由闊達な学会活動の環境を提供します 
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審議 
第 1 号議案  2019 年度事業報告 

 
この法人の⽬的を達成するためとして、定款第 5 条に列挙した事業項⽬について、2019 年度の実

施および結果と、さらに今後の課題について報告します。 
 

 
 
  

定款第２章「⽬的および事業」より 

第 4 条 (⽬的)  この法人は、専門技術の開発・研究・改善のために⾏われる諸活動を促
進させるために、その基本的な工学である品質工学の研究、普及、研究発表および情
報交換を⾏い、総合的な評価体系を構築し、もって社会の⽣産性向上に寄与すること
を⽬的とする。 

第 5 条 (事業) この法人は、前条の⽬的を達成するため、次の事業を⾏う。 
(1）品質工学の研究と調査、およびその奨励、助成 
(2）品質工学の普及、およびその奨励、助成 
(3）品質工学の研究、普及および当法人への多⼤な貢献に対する表彰 
(4）学会誌その他の刊⾏物の発⾏ 
(5）研究発表⼤会、研究集会、講演会、展覧会、講習会、⾒学会等の開催 
(6）品質工学情報の収集、提供 
(7）内外の関係団体との連絡および提携 
(8）その他この法人の⽬的を達成するために必要な事業 
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第 1 号議案 2019 年度事業報告   目次 
 

 
概況 
 

1. Vision30 実現のための主要活動 
2. 役員、執⾏体制および会議等の開催 
3. 会員状況 

 
事業 

 
(1) 品質工学の研究と調査、およびその奨励、助成 

1.1. ⽥口の考え⽅の構造化 
1.2. 研究会との連携強化 
1.3. 品質工学の体系化 
1.4. 品質工学新領域開拓 
1.5. 品質工学手法研究 

 
(2) 品質工学の普及、およびその奨励、助成 

2.1. 資格制度の制定 
2.2. 品質工学教育特別講座の開催 
2.3. パラメータ設計解析支援ツールの提供 
2.4. 広報活動の強化 
2.5. 工業技術センターを通じた普及の検討 

 
(3) 品質工学の研究、普及および当法人への多⼤

な貢献に対する表彰 
3.1. 精密測定技術振興財団 品質工学賞 論⽂賞 
3.2. 品質工学会 ASI 賞 
3.3. 精密測定技術振興財団 品質工学賞 発表賞 
3.4. 研究発表⼤会 会⻑賞/実⾏委員⻑賞 
3.5. ⽥口賞 
3.6. ⽇本規格協会 理事⻑賞 
3.7. 学⽣賞 
3.8. 貢献賞 

 
 
 

(4) 学会誌その他の刊⾏物の発⾏ 
4.1. 学会誌「品質工学」の発⾏ 
4.2. 同誌掲載論⽂のレビュー 
4.3. 同誌の編集と投稿数の増加施策 

 
(5) 研究発表⼤会、研究集会等の開催 

5.1. 品質工学研究発表⼤会 
5.2. ICRQE2020 
5.3. 品質工学技術戦略発表⼤会 
5.4. 企業交流会 
5.5. 経営交流会 
5.6. 学校交流会 

 
(6) 品質工学情報の収集、提供 

6.1. 論⽂電⼦公開(J-Stage) 
6.2. ⽥口データベースの構築 

 
(7) 内外の関係団体との連絡および提携 

7.1. ⽇本規格協会 
7.2. ⽇本品質管理学会 
7.3. 産業技術総合研究所 
7.4. 農林水産省 
7.5. JAXA 
7.6. 消費者庁 

 
(8) その他、この法人の目的を達成するために必要

な事業 
8.1. 会議体運営 
8.2. 事務所移転 
8.3. 代議員選挙の運営 
8.4. 新型コロナィルス感染対応 
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概況 
 

2019 年度は、Vision30 の活動として 18 年度より引き続き、制定した「理想を⽬指して 新たな品質工学の
道」を活動の拠り所とし、 Vision30 を実現するために策定した中⻑期計画を実⾏するプロジェクト活動を⾏いま
した。   
 具体的には、下記のそれぞれに設定したプロジェクトを加速する計画を⽴てました。 

1. ⾃⼰実現と社会認知、 
2. 新しい品質工学の考え、手法の開発、 
3. イノベーションへの貢献 

 特に、1.に関しては、完成したツールの配布とこれを使った教育機会の充実、制定した資格制度の運⽤、⽥口
⽞一の考え⽅の具体的なまとめと⽂書化をする活動をしました。２、３に関係し、経産省、宇宙航空開発機構
(JAXA)、⽇本品質管理学会などの共同研究の活発化を計画しました。また、活動を開始できなかった活動も企
画し、会員の学習の機会と研究の機会を充実させる活動を計画しました。 

計画した活動は、各部会内に展開して活動し、部会に展開できなかったプロジェクトは、Vision30 の委員会活
動として対応しました。部会に展開した活動の詳細は部会ごとに報告いたします。ここでは、以下に概要を示します。 
 
1. Vision30 実現のための主要活動 

創⽴ 30 周年(2023)に向けて、常に全体最適を考え、いかなる場合も顧客視点での評価技術を継続的に提
供することを狙い、Vision30 の「あらゆる分野に評価でイノベーションを」の実現のため、以下の 3 活動を⾏いまし
た。 
 

1) 自己実現と社会的認知活動の概要 
１つめは昨年度より開発してきましたパラメータ設計の解析ソフトを改善し、より使いやすい形で配布するこ

とを⾏いました。会員の知識を上げる活動として教育プログラムを継続しました。⽥口の原著を中⼼としたパラ
メータ設計と MT システムに関する教育活動を継続するとともに、 新たにパラメータ解析ソフトをもちいた、教
育プログラムの作成の活動を開始しました。さらに、現在、要望が多く、会員としても基本と考えられる MT 法
の解析ソフトの開発を完了し、2020 年度 4 ⽉ 1 ⽇より提供を開始する予定です。 

並⾏して JAXA（宇宙航空研究開発機構）と協働して、JAXA で開発した JIANT システムとの連携に
ついて活動しました。品質工学を宇宙航空領域へ適⽤するには、シミュレーションが重要と考え、シミュレーショ
ンに対する研究を⾏う過程でシステム連携を計画しました。しかしながら、JIANT と品質工学の解析ソフトの
融合については、ソフトの開発の時間的整合ができず、来年度の活動へ引き継ぐことにしました。 

２つめの活動は、他学会とのジョイント研究や連携、交流活動ですが、一般社団法人⽇本品質管理学
会と共同の研究プロジェクトを⽴ち上げることができました。特に商品開発プロセスに対して品質⾯から貢献す
る考え⽅と手法の開発研究を開始しました。 

３つめの活動として、昨年より検討してきました、品質工学エンジニア認定に関する制度設計を⾏い、規定
化することができました。その第一回⽬の認定活動を⾏い、本年度３名の⽅を認定することができました。 

４つめの活動として、昨年度より継続している品質工学に関する知識の構造化ですが、⽥口の研究過程
から９つの関⼼事をとりあげ、論考をしました。その一つとして 1 つの成果としてイノベーションと品質工学との関
係について投稿を始めました。また、並⾏して⽥口の研究を 1 つの技術開発の進化過程ととらえ、1960 年
代からの開発を振り返りました。その結果をもとに、品質工学の構造化を学問の構造フレームに対応させる検
討を⾏いました。その構造を知識化するためのテキスト企画し仕様書を作成する活動を⾏いました。⽥口の研
究から品質工学の構造は、13 から 14 つの⼤きな要素があり、それぞれの要素も一つのシステムを構成してい
るので、Taguchi Quality Polytechnics として構造化するという⽅向性を得られました。次年度は、作成し
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た仕様案を仕上げると同時に、内容を記載する活動へとつなげます。 
 

2) 新しい品質工学の考え・手法の開発 
新しい品質工学の研究テーマ候補が多く提示されましたが、その一つとして損失関数の利⽤の研究を開始

することにしました。この活動を、⽇本品質管理学会の共同研究の 1 つとして活動をすることに、チーム編成を
いたしました。 

さらに、JAXA との間で JIANT-PANDA プロジェクトを昨年度より活動してきましたが、JIANT システムへの
品質工学の手法を埋め込むだけでなく、本年度は、シミュレーションのための品質工学の研究を⾏いました。シ
ミュレーションにおけるロバストネスの考え⽅、モデルベースの開発における品質工学、シミュレータの機能性評
価、JIANT とシミュレーションとの連携などの研究ができ、品質工学会と専門学会の⼤会に発表することがで
きました。来年度に引き継いで活動を⾏う予定です。 
 

3) イノベーションへの貢献 
⽥口の考え⽅の構造化委員会活動の中で、関⼼事の 1 つにイノベーションにおける品質工学を設定し、

論考し学会誌に報告しました。国家レベルのイノベーションへの貢献活動については、昨年につづき産業総合
研究所で活動しているミニマルファブ・プロジェクトを継続する計画でした。しかしながら、本年度の活動は、プロ
ジェクトの⽅の条件が整わず、支援活動ができませんでした。 

新たに 宇宙航空開発機構（JAXA） との間で JIANT-PANDA プロジェクトとは別に、JAXA 内でのロ
バスト設計の標準書を作るプロジェクトを⽴ち上げ活動しました。JIANT-PANDA の成果の反映した、JAXA
のロバスト設計の原案を作成でき JAXA に納めました。JAXA との間での標準書の作成は、今後品質工学の
標準書にもなる可能性があるので、⽥口の考え⽅の構造化の活動の中へ反映していく⾒通しが得られました。 

 
 農林水産省がイノベーション創出強化研究推進事業内で共同研究を開始する活動を⾏うための基礎的

な調査を始めましたが、共同プロジェクトの⽴ち上げにはなりませんでした。さらに、本年度は、消費者庁との間
で研究プロジェクトに参加をすることができました。電動⾃転⾞の安全性評価に機能性評価を適⽤するという
研究委活動です。品質工学の視点から機能性評価を⾏うための企画、実験の設計を⾏いました。現在解
析を⾏い評価基準の作成するところまで支援することができました。 

地⽅産業のイノベーションとしては、各地区の品質工学研究会との連携の強化の可能性を探索する活動
を⾏いました。各研究会との関係を密にするための認定活動などを⾏いました。また、都道府県に設置された
工業技術センターなど公的な機関との共同プロジェクトができないかどうかを検討しその可能性を得ました。引
き続き来年度に引き継いで活動をしていきます。 

 
2. 役員、執⾏体制および会議等の開催 

 
◆2018〜9 年度役員 

2019 年度は、2018 年度に引き続き同様の体制(任期 2 年)で運営してきました。 
          (敬称略) 

代表理事 谷本 勲 
理事 天谷 浩一、上杉 一夫、衛藤 洋仁、⼤村 欽也、救仁郷 誠、齋藤 圭介、 

高松 喜久雄、⽥村 希志臣、近岡 淳、千葉 亨、浜⽥ 和孝、水谷 淳之介、 
⽮野 耕也、山本 桂一郎、吉澤 正孝、吉川 勝也、吉原 均  ・・・ (17 名) 
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副理事 安藤 欣隆、糸久 正人、太⽥ 勝之、河⽥ 直樹、喜多 和彦、近藤 芳昭、 
坂本 雅基、沢⽥ ⿓作、芝野 広志、高辻 英之、栃洞 孝吉、楢原 弘之、 
細川 哲夫、満嶋 弘⼆、吉野 荘平                       ・・・ (13 名) 

監事 小野 元久、折⼾ ⽂夫                       ・・・ (2 名) 
 
◆執⾏体制 

執⾏のための組織(部会/委員会)と担当理事を明記した体制を示します。前年度と同様の「事業・組織・技術
の 3 統括部体制であります。 

 
           図 2019 年度 執⾏体制       (敬称略) 

 
 なお、品質工学会の前会⻑であり、また 2019 年度も名誉会員の会の会⻑であられました「⿑藤 潔」様が、

2019 年 11 ⽉ 2 ⽇にご逝去されました。本学会の法人化を始め学会活動に並々ならぬご尽⼒いただきました故
前会⻑に対しまして、感謝の意を捧げると共に、謹んでご冥福をお祈りいたします。 

┌────────────────────特別顧問 (⽥口、椿、太⽥) * : 兼務
│
├────────名誉会員の会 (⿑藤(潔)、伊藤)
│
│ ┌───────────────────────────────★Vision30 プロジェクト (吉澤*)
│ │

会⻑ ───┼────副会⻑・運営統括 ──────────────────────────副統括:運営 ──────────────────────────┬────────────★事業部会 (近岡*、安藤、近藤)

(谷本) │ (吉澤) (近岡) │ ├────────企業交流会企画委員会
│ │ │ ├────────教育・普及委員会
│ │ │ ├────────経営委員会
│ │ │ └────────新規事業委員会
│ │
│ │ ├────────────★出版部会 (⽮野、坂本、栃洞)
│ │ │ └────────編集委員会
│ │
│ │ ├─── ★審査表彰部会 (⽥村、糸久)
│ │ │ ├────────論⽂賞審査委員会
│ │ │ ├────────⼤会発表賞審査委員会
│ │ │ ├────────⽇本規格協会理事⻑賞審査委員会
│ │ │ ├────────⽥口賞審査委員会
│ │ │ └────────学⽣賞審査委員会
│ │
│ │ └────────────★広報部会 (山本、吉野)
│ │ └────────インターネット運営委員会
│ │
│ ├─────副会⻑・組織統括 ──────────────────────────副統括 ──────────────────────────┬──────★研究会支援委員会 (上杉、高辻)
│ │ (齋藤(圭)) (吉原) ├─── ★学校教育委員会 (水谷、河⽥、楢原)
│ │ └─── ★企業普及委員会 (吉原*、満嶋)
│ │
│ ├─────副会⻑・技術統括 ──────────────────────────┬────副統括:⼤会 ──────────────────────────┬──────★発表⼤会実⾏委員会 (浜⽥*、衛藤*、高松)
│ │ (浜⽥) │ (衛藤) └─── ★戦略⼤会実⾏委員会 (浜⽥*、衛藤*、⼤村)
│ │ │
│ │ └───────────────副統括:技術 ──────────────────────────┬────────★技術向上委員会 (喜多、沢⽥、芝野、細川、太⽥)
│ │ (天谷) ├────────────MTシステム研究委員会
│ │ └────────────────────規格委員会
│ │
│ └─────────────────────────────────────────★総務部会 (救仁郷、千葉)
│ ├────────⾃転⾞事故調査協⼒委員会
│ └────────(品質工学エンジニア認定委員会)

(小野、折⼾)監事
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◆会議等 
 

1) 定時社員総会: 2019 年６⽉ 28 ⽇(⾦)  9:20〜10:00、タワーホール船堀で開催しました。 
[審議事項] 第 1 号議案 2018 年度事業報告、第２号議案 2018 年度決算報告 
[報告事項] (1) 2019 年度事業計画、(2) 2019 年度予算案 
[紹介事項] (1) 2018 年度支援会員、(2) 2018 年度品質工学会貢献賞受賞者 

2) 理事会: 定款第 31〜36 条に規定される「この法人の業務執⾏の決定機関」として、定例(6、 9、 12、 
3 ⽉) 4 回と、臨時 1 回およびメール審議 3 回の計 8 回開催しました。 

3) 部会⻑会議: 学会運営の執⾏に関わる検討・論議、情報共有、調整および進捗管理のための会議体
で、１回/⽉(原則第 2 ⽊曜)、第 154 回(2019/4/11)から第 165 回(2020/3/12)までの 12 回開
催しました。 

 表 2019 年度の主要な事業および学会運営  

 
 
3. 会員状況 
 

1) 個人会員(正会員・学生会員・名誉会員)  

 2020 年 3 ⽉ 31 ⽇時点で会員状況は次の通りです。 

4 ・学会誌Vol.27, No.2 発⾏ 部会⻑会議(4/11)

5 部会⻑会議(5/9)
理事会(メール審議)

・事務所移転提案

6 ・学会誌Vol.27, No.3 発⾏
・研究発表⼤会(6/27,28)
・総会(6/28)

部会⻑会議、理事会(6/13) ・事業報告 & 決算報告提案
・事業計画案 & 予算案報告

7 部会⻑会議(7/11)

8 ・学会誌Vol.27, No.4 発⾏
・特別講座「パラメータ設計コース」(8/23)

部会⻑会議(8/8) ・事務所転居

9 部会⻑会議、理事会(9/12) ・報⽂投稿規定改訂
・役員改選 計画説明
・代議員選挙 計画説明
・選挙管理委員会発⾜

10 ・学会誌Vol.27, No.5 発⾏ 部会⻑会議(10/10)

11 ・技術戦略発表⼤会(11/22)
　　於 星稜会館(東京)

部会⻑会議(11/7)

12 ・学会誌Vol.27, No.6 発⾏ 部会⻑会議、理事会(12/12) ・決算⾒込み報告

1 部会⻑会議(1/9)

2 ・学会誌・Vol.28, No.1 発⾏
・特別講座「MTシステムコース」

部会⻑会議(2/13) ・代議員⽴候補&推薦募集
・候補案検討

3 部会⻑会議、理事会(3/12)
理事会(メール審議)
理事会(メール審議)

・公認研究会規程制定
・代議員選挙
・理事改選候補案検討
・新型コロナ対応⽅針制定
・発表⼤会中止決議

2
0
1
9
年
度

会議体 その他主要項目主要イベント

事業 学会運営
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 表 2019 年度末 個人会員数  

 
 
 個人会員数は 2019 年 3 ⽉末時点で 1134 名となり、前年度に対し 46 名減少しました。 

会員数はリーマンショック(2007 年)をピークに減少に転じて以来、その傾向が続いています。しかしな
がら、2010 年代前半の会員増減が年平均でマイナス 110 人超であったのに⽐べ、2016 年の法人化
以降は下表のように若⼲緩和されています。 
 

 表 2016〜19 年度 個人会員数推移  

 
 

会員の皆さんに納めていただく会費は学会総収入の約 30%であり、学会の運営基盤です。そのため、
健全で有益な学会活動を実施するには一定数の会員数確保は不可⽋で、会員数の減少を抑えること、
入会者を増やすことは学会運営上の⼤きな課題です。 
 

2) 名誉会員 
2020.3.31 現在の名誉会員は以下の皆様です。(敬称略、五⼗⾳順) 
伊藤 源嗣 稲⽣  武 今井 兼一郎 紙本 治男  鴨下 隆志 
草間 三郎 小池 昌義 ⼟屋 元彦 中島 建夫 原  和彦 
⽮野  宏 
 

会員種別 2017末 2018末 2019末 対前年
 名誉会員 11 12 11 -1
 正会員(国内) 1253 1140 1094 -46
 正会員(海外) 15 20 21 1
 学生会員 9 8 8 0

合計 1288 1180 1134 -46

2016 2017 2018 2019 2020

1403 1354 1288 1180 1134

入会 (4/1付) 88 73 63 63 30
入会 (10/1付) 27 23 40 26
復会 (休会から復帰) 0 0 0 0

計 115 96 103 89 30
会費請求対象: 1518 1450 1391 1269 1164

休会 0 2 0 4 1
退会 (退会届) 162 146 193 112
退会 (逝去) 2 3 1 3
退会 (資格喪失) 0 11 17 16

計 164 162 211 135 0
増減: -49 -66 -108 -46 

1354 1288 1180 1134
※ 2020年度は参考値 (5⽉末⽇時点)

期末　会員数

増

減

期初　会員数
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3) 賛助会員 
 

2019 年度の賛助会員は次の通りです。年度中に 2 団体が入会され、計 28 団体(31 口)の皆
様から学会活動への支援をいただきました。 

 
 表 2019 年度 賛助会員  

 
※2020 年度当初は、26 団体、計 29 口となります。 

  

会員番号 名称 口数 備考
1 90002 古河電気工業 (株) 1
2 90007 富⼠フイルム (株) 1
3 90008 富⼠ゼロックス (株) 2
4 90010 (株) 不⼆越 1
5 90013 マツダ (株) 1
6 90015 (株) ツムラ 1
7 90016 いすゞ⾃動⾞ (株) 1
8 90025 三菱重工業 (株) 1
9 90030 東⽇本旅客鉄道 (株) 1

10 90037 コニカミノルタ (株) 1
11 90038 キャタピラージャパン合同会社 1
12 90043 (株) 小松製作所 1
13 90053 (株) ＩＨＩ 2
14 90059 (一財) ⽇本規格協会 2
15 90065 富⼠ゼロックスマニュファクチュアリング (株) 1
16 90066 デンソーテクノ (株) 1
17 90067 (株) 松浦機械製作所 1
18 90069 新電元工業 (株) 1
19 90070 ＹＫＫ (株) 1
20 90071 (株) ノトアロイ 1
21 90072 アイコクアルファ (株) 1
22 90073 アルプスアルパイン (株) 1
23 90074 トヨタ⾃動⾞ (株) 1 　※ 2020/3/31付退会
24 90075 シンフォニアテクノロジー (株) 1 　※ 2020/3/31付退会
25 90077 ホンダエンジニアリング (株) 1
26 90079 ＫＹＢ (株) 1
27 90080 (国研) 宇宙航空研究開発機構 1 　※ 2019/10/1付入会
28 90081 (一社) ⽇本品質管理学会 1 　※ 2019/10/2付入会

計 　　　28団体 31
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事業 
 
(1) 品質工学の研究と調査、およびその奨励、助成 
 

1.1. 田口の考え方の構造化    ・・・・・ Vision30 プロジェクト 
品質工学会のスタンダードとテキストを作るための活動を⾏いました。その一つは品質工学を確⽴し

ようとした⽥口の関⼼事です。９項⽬を設定し、委員会で検討しました。その中のイノベーションとの関
係の議論をまとめ投稿中です。それ以外は担当をきめ論考と議論を⾏いました。 

⼆つ⽬は、⽥口の研究業績を出版した著書をもとに整理をしました。品質工学を進化させてきた進
化論としてとらえ、その中⾝を検討しました。現在、⽥口の考えの構造化を⽬指して、12 領域で構造
化をする⽅向性を得ました。これよりテキスト化をするための仕様書のドラフトを作成しました。 

 
1.2. 研究会との連携強化     ・・・・・ 研究会連携委員会 

公認研究会規程は、2020 年 3 ⽉の理事会で承認/制定されました。 
1)研究会連携委員会活動 

研究会支援委員会⇒研究会連携委員会、研究会支援委員⇒研究会委員と名称を変更して
活動中。 

新公認研究会規程の下で、全ての公認研究会から研究会委員を推薦してもらう予定で、7 ⽉中
には完了します。 

2)公認研究会規程の制定と実施 
3 ⽉ 12 ⽇の理事会にて審議を⾏い制定しました。具体的な連携策については、来期実施したい

と考えています。 
3)研究会による研究（⼤会発表・論⽂掲載）件数の増加 

2020 年の⼤会に向けて、実⾏委員会からの提案で「研究会オーガナイズドセッション」を企画し、5
研究会からセッション参加申し込みがあり、それにより⼤会発表件数も 2019 年にくらべ⼤幅に増加す
る⾒通しがつきました。しかしながら、2020 ⼤会が中止のため、実施には⾄りませんでした。 

4）研究会と学会が共存・共栄できるエコシステムの構築 
① 全国研究会活動展・研究会懇談会の企画と実施 
全国研究会活動展・研究会懇談会を昨年度よりもブラッシュアップさせて実施しました。特別企画

として、海外の研究会（中国）の展示を⾏いました。 
② 研究会との連携強化 
 具体的な研究会への支援策については未だ明確に定めておりません。2020 年度で⾏いたいと考

えています。 
5）会員増加策の実施 

残念ながら、増加策の具体的実施には⾄っていません。 
6）学会誌への研究会報告掲載 

「研究会による掲示板原稿作成ガイドライン」を完成させました。そして試⽤期間を経て、学会誌 4
⽉号より本格実施となりました。 

 
1.3. 品質工学の体系化     ・・・・・ 技術向上委員会 

過去の研究論⽂（学会誌、⼤会予稿集）について、体系化した品質工学データベースを構築す
ることに取り組んでいます。 

2019 年は 2 回（3 ⽉、9 ⽉）の会合を持ち、体系化活動の⽅向性と内容を議論しました。 
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データベースの構造（枠組み）を決定し、2018 年研究発表⼤会予稿集に掲載されている研究
論⽂を例にデータベースの雛形を作成しました。 

 
1.4. 品質工学新領域開拓     ・・・・ 技術向上委員会 

技術向上委員会単独としてではなく、他の活動体に参画する形で品質工学の新たな活動領域の
開拓に取り組んでいます。 

１)  新商品開発プロセス研究会（事業部会報告参照） 
➀「創造性と効率性を両⽴した技術開発プロセスの研究」(WG2)活動 

DFSS のプロセスを軸に新たな技術開発プロセスの構築に取り組んでいます。 
②「損失関数の新事業プロセス評価への適用研究」(WG3)活動 

プロジェクトの価値を損失関数で評価する⽅法の研究で、品質工学の損失関数に限定せず、損
失関数に類似する評価⽅法の理論及び事例を収集し、全体の評価基準のモデル考案とその適⽤に
取り組んでいます。新商品開発プロセス研究会の活動の中間報告を 11 ⽉ 23 ⽇に⽇本品質管理
学会の年次⼤会の中で報告しました。また、新商品開発プロセス研究会全体の活動に関する中間
報告を 2019 年 11 ⽉ 23 ⽇に⽇本品質管理学会の年次⼤会の中で発表しました。 

２) MBD、１DCAE への品質工学の活用 
JAXA での品質工学研究会への参画 

・宇宙航空領域への品質工学適⽤拡⼤を図ることを⽬的として、2018 年度に研究会が設置され
て活動を継続しています。 

 
1.5. 品質工学手法研究     ・・・・・ 技術向上委員会 

手法研究については、既存の手法と新しい手法の 2 ⾯から取組む⽅針です。 
１）既存の手法 

手法上の諸課題について認識を共有し、手法に関する論説や解説を学会誌に掲載するという⽅
向性は確認していますが、具体的なテーマでの取り組みには⾄りませんでした。 

MT システムについては、過去の⼤会発表事例を手法毎に整理しました。その結果、各手法に対す
る改善提案が多数発表されていることが改めて分かりました。それぞれ貴重な発表です。これらを精査
し、学会として提案できる内容について論説や解説として発信していくことが必要と考えています。なお、
MT システム研究委員会では、2019 年 9 ⽉に研究会を開催し、MT システムを利⽤した事例に関す
る成果の報告をしました。 

２）新しい手法 
（⽇本品質管理学会と品質工学会との連携で活動している、新商品開発プロセス研究会 WG2、

WG3 の活動の中で実施） 
ＷＧ２「創造性と効率性を両⽴した技術開発プロセスの研究」の中で、一連の開発手法の一つと

して CS-T 法を位置づけて、新たな開発プロセス構築を進めています。 
損失関数については、ＷＧ３「損失関数の新事業プロセス評価への適⽤研究」のなかで、事業開

発プロセス事業評価指標として、品質工学で言う損失関数を拡張し、全体の評価基準のモデル考案
とその適⽤研究を進めています。（事業部会︓新規事業委員会活動参照） 

 
1.6. 品質工学用語      ・・・・・ 技術向上委員会 

技術向上委員会に品質工学⽤語規格作成分科会を設置し、品質工学会規格 QES S 
1001︓2007 を参考として、新⽤語の追加や定義の⾒直しを進めています。 

⾒直しにあたり、⽬的、狙いを明確にしました。  
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１）多くの新しい⽤語が学会誌や論⽂で使われており、その再定義が必要。 
２）2007 版の品質工学⽤語に対し、わかりにくい点。英訳などを重点に⾒直しを⾏う。なお、⽤

語数は既存の⽤語に限定せず、幅広く収集し、引⽤や参考を明記する。 
３）国際的な普及、論⽂の英⽂化のためにも、⽇英併記の⽤語集とする。 
４）品質工学会員（特に初学者、入門者）の論⽂の理解と研究発表の促進につながる表現を

⼼掛ける。 
2007 年の 82 ⽤語に対し、追加対象検討として、169 ⽤語（特に英訳事例を収集し追加）し

たものをメンバーに配布し、意⾒の収集中です。一つの⽤語で議論が⻑く及ぶこともあり、時間が想定
以上にかかっています。 

 
 
(2) 品質工学の普及、およびその奨励、助成 
 

2.1. 品質工学エンジニア認定        ・・・・・ 審査表彰部会 
会員の社会的な認知を⽬的として、昨年度に品質工学エンジニア認定制度を設けました。本年度

は、認定初年度として規定に則り６⽉号の会誌で 9 ⽉３０⽇を締め切りとして応募をしました。３名
の応募があり、認定委員会で審査し、理事会で３名が品質工学のエンジニアに認定されました。その
結果は４⽉号に会告しました。初年度の活動により規定どおりの業務ができることがわかりましたので、
Vision30 のプロジェクトとしては本年度で終了し、定常業務として事業部会で来年度より実施するこ
とにしました。 

 
2.2. 品質工学教育特別講座の開催     ・・・・・ 事業部会 

特別講座は知識を一⽅向に伝達する一般のセミナーとは異なり、双⽅向コミュニケーションを狙って
います。4 つのセッションと事前宿題解説でそれぞれ議論の時間を設けています。2019 年度もこれまで
同様に、少人数による実施と講師の解説の工夫により、話題が尽きず盛況でした。事後のアンケート
でも「⽇頃の疑問が解消した。本質的な議論ができた。」という意⾒を多数頂きました。受講者の意⾒
を参考にして、双⽅向コミュニケーション教育の追究を⾏っています。 

「品質工学特別講座－田口論説と事例に学ぶパラメータ設計コース－」（通算第 7 回）を
2019 年 8 ⽉ 23 ⽇（⾦）に学会事務所で開催しました。今後の事業も踏まえて講師経験者を増
やすために講師の一部を入れ替えました。テキストは講師交代による事例の変更に合わせてマイナーチ
ェンジしました。 

「品質工学特別講座－田口論説と事例に学ぶ MT システムコース－」（通算第 8 回）を 2020
年 1 ⽉ 31 ⽇（⾦）に学会事務所で開催しました。MT システムコースにおいても講師の一部を入れ
替えました。テキストは講師交代による事例の変更に合わせてマイナーチェンジしました。                                                               
2019 年 2 ⽉ 1 ⽇（⾦）に実施した MT システムコースの実施報告は学会誌 2019 年 6 ⽉号に
掲載しました。また今年度実施したパラメータ設計コースおよび MT システムコースも学会誌に実施報
告を掲載する予定です。 

 
2.3. パラメータ設計解析支援ツールの提供    ・・・・・ 事業部会 

・パラメータ設計解析支援ツールを完成させ、2019 年 5 ⽉ 7 ⽇より会員への提供を開始いたしま
した。そのツール構成の特徴として以下のことを準備いたしました。  

① 支援ツールを学会のホームページからダウンロードするサーバー管理ソフトウエアの組み込み。 
② 会員への提供のためのライセンス管理の仕組みを組み込み。 
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③ 支援ツールの活⽤とパラメータ設計の理解を助けるために、0 点⽐例式と標準 SN ⽐に関する
例題サンプルの支援ツールへの組み込み。  

これらをまとめて支援ツールのデバック/修正を⾏い、会員への解析支援ツールシステムを完成させま
した。 また、利⽤者への問い合わせへの対応を速やかに⾏いました。2020 年 3 ⽉末の活⽤状況は、
ダウンロード件数 294 名、PC 登録 152 名、使⽤ PC 変更対応 12 件です。                                              

MT システムの中の MT 法解析支援ツールを完成させ、2020 年 4 ⽉ 1 ⽇（水）より会員への提
供を開始いたします。そのツール構成の特徴として以下のことを準備いたしました。 

① 支援ツールを学会のホームページからダウンロードするサーバーサイド管理ソフトウエアをパラメー
タ設計と合わせた⽅式で組み込み。 

② 会員への提供のためのライセンス管理の仕組みを組み込み。 
③ 支援ツールの活⽤とパラメータ設計の理解を助けるために、MT 法に関する例題サンプルの支

援ツールへの組み込み。 
これらをまとめて支援ツールのデバック/修正を⾏い、会員への解析支援ツールシステムを完成させま

した。 
 

2.4. 広報活動の強化       ・・・・・ 広報部会 
1）広報宣伝活動について 

・個人会員および賛助会員の獲得を図るべく、学会 Web ページをはじめとして各メディアやイベント
を通じた広報活動を実施しました。 

・情報発信領域についての課題整理と議論をし、学会ホームページに掲載する情報について整理し、
ステークホルダーへ必要な情報の発信を⾏いました。 

・第 27 回研究発表⼤会会場にてカタログ展示会を開催し、品質工学会の活動を広く認知しても
らう機会としました。 

・広告代理店と連携を取ることで学会誌への広告掲載数の維持を図りました。 
・第 27 回品質工学研究発表⼤会の宣伝告知活動としての配信、ホームページ上での情報掲載、
⽇刊工業新聞への 2 回の広告掲載を実施しました。 

・第 12 回品質工学技術戦略研究発表⼤会の宣伝告知を実施、参加者の確保に努めました。 
2）学会ホームページについて 

・J-STAGE の活⽤を継続しました。 
・Web 上で会員情報を扱う範囲のセキュリティ維持に努めました。 
・学会 Web ページの内容を引き続き充実させてまいりました。 
・学会イベントについて開催状況などを速やかに発信しました。 
 

2.5. 工業技術センターを通じた普及の検討     ・・・・・ 企業普及委員会 
研究会支援委員会、学校教育委員会の情報を参考に、工業技術センターとの連携先の検討に

取り組みました。新たな品質工学研究会の発⾜を⽬標に、連携先として最初に着手する工業技術セ
ンターを⾒出しました。 

都⽴工業技術研究センターとの連携について合意を得ることができました。 
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(3) 品質工学の研究、普及および当法人への多⼤な貢献に対する表彰 
 
学会誌掲載の報⽂および論⽂に対して、論⽂賞⾦賞 1 件、銀賞 2 件、ASI 賞 2 件を選定しま

した。⼤会発表に対して⾦賞 1 件、銀賞 3 件、会⻑賞 1 件、⼤会実⾏委員⻑賞 1 件を選定しま
した。また、⽇本規格協会理事⻑賞 1 件、学⽣賞 1 件を選定しました。 

 
3.1. 公益財団法人 精密測定技術振興財団 品質工学賞 論⽂賞 ・・・・・ 審査表彰部会 

品質工学の研究を奨励し、技術の発展と社会の充実に貢献することを⽬的として、公益財団法人
精密測定技術振興財団が贈呈する賞です。 
⾦賞 ⼤型超硬合⾦⾦型の⼀貫体制製造技術の構築に関する研究 -⾼効率直彫り加工を実

現する切削工具形状および最適加工条件の検討- Vol.27 No.5 
 山本桂一郎＊１、若宮寛明＊２、早川幸弘＊１、飯⽥祐也＊３、高崎雅志＊３、梶谷理⾹＊

３、酒谷隆晴＊２、林 憲一＊４（ ＊１富山高等専門学校 正会員、＊２(株)エイ・エム・シィ、
＊３富山高等専門学校、＊４(株)ノトアロイ 正会員） 

銀賞  電⼦基板製造ラインにおける検査改善 -低解像度画像を用いた MT システム判別手法に
よる組⽴異常監視- Vol.27 No.4 
 山⽥哲司＊１、山口直樹＊２、救仁郷 誠＊３（ ＊１富⼠ゼロックスマニュファクチャリング(株) 
正会員、＊２富⼠ゼロックスマニュファクチャリング(株)、＊３富⼠ゼロックス(株) 正会員 ） 

 
3.2. 品質工学会 ASI 賞      ・・・・・ 審査表彰部会 

⽶国において紹介するにふさわしい論⽂・報⽂に贈呈される賞です。審査は、ASI 社(American 
Supplier Institute Inc.）で⾏われ、賞は同社から贈呈されます。 

ASI 賞 電⼦基板製造ラインにおける検査改善 -低解像度画像を用いた MT システム判別手法に
よる組⽴異常監視- Vol.27 No.4 
 山⽥哲司＊１、山口直樹＊２、救仁郷 誠＊３（ ＊１富⼠ゼロックスマニュファクチャリング(株) 
正会員、＊２富⼠ゼロックスマニュファクチャリング(株)、＊３富⼠ゼロックス(株) 正会員 ） 

 
3.3. 公益財団法人 精密測定技術振興財団 品質工学賞 発表賞 ・・・・・ 審査表彰部会 

公益財団法人 精密測定技術振興財団 品質工学賞発表賞は、品質工学の研究を奨励し、技
術の発展と社会の充実に貢献することを⽬的として、公益財団法人精密測定技術振興財団が贈呈
する賞です。 
⾦賞  多様な地震波に対するロバストな⽊造建築の耐震設計手法の研究（発表 No.37） 

角 有司*1、中川貴⽂*2（*1 宇宙航空研究開発機構 正会員、*2 京都⼤学⽣存圏研究
所） 

銀賞 マガキの産卵誘発手法の検討（発表 No.12） 
高辻英之*1、塩山恭平*2、小島⼤輔*3、前⽥ 雪*3（*1広島県農林水産局 正会員、*2広
島県農林水産局、*3(国研)水産研究・瀬⼾内海区水産研究所） 

銀賞 単位空間を動的に生成することによる、機械設備・プラント異常診断の精度向上（発表
No.7） 
茂⽊悠佑（(株)IHI 正会員） 

銀賞 バンパー⾦型の多層盛り溶接条件最適化（発表 No.17） 
鈴⽊健太*1、⽊下光雅*2、⽥中健太郎*2、宮川英⾥也*2、⼤宅雅⺒*2、宮脇真治*2、安
楽健次*2、中山光一*2、⻑澄徹侍*1（*1 マツダ(株) 正会員、*2 マツダ(株)） 
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3.4. 品質工学研究発表⼤会 会⻑賞および実⾏委員⻑賞 ・・・・・ 会⻑、発表⼤会実⾏委員⻑ 

⼤会実⾏委員⻑賞/会⻑賞は、品質工学研究発表⼤会にて発表された研究事例のなかから、
⼤会実⾏委員⻑および品質工学会⻑の独⾃の観点により選出される賞です。 

会⻑賞 機能性評価を導⼊した⼀般購⼊部品購買改善に向けての活動（発表 No.1） 
畠山 鎮*1、中村高⼠*1、麹谷幸久*1、岩脇正芳*1、岩下啓輔*2、酒井克希*2、松村悟志
*2、松島英征*2（*1 YKK(株) 正会員、*2 YKK(株)） 

実⾏委員⻑賞 電⼦基準点情報を利用した巨⼤地震予測に関する研究（MT 法）（発表 No.5） 
手島昌一*1、⽣駒亮久*2、前⽥ 誠*3、澤⽥静夫*4、⻑谷川良⼦*5、⻄巻寛之*6、⽥中靖
人*7、小澤章一*8（*1 アングルトライ(株) 正会員、*2 元(株)KYB 正会員、*3(有)前⽥コン
サルティング、*4 東芝電⼦エンジニアリング 正会員、*5 ⻑谷川技術⼠事務所 正会員、*6 東
京計器(株) 正会員、*7 ソニーセミコンダクタソリューションズ(株) 正会員、*8 元古河電工
(株) 正会員） 

 
3.5. 田口賞       ・・・・・ 審査表彰部会 

⽥口賞の審査基準に照らして、会員が所属する組織体としての実践成果、学会貢献、事業持続
性、事業成果、品質工学取り組みの質と量などについて調査を継続的に⾏いました。その結果、残念
ながら 2019 年度は⽥口賞審査に諮る組織体候補を選定するに⾄らず、2019 年度の⽥口賞授賞
は⾒送りました。 

 
3.6. ⼀般財団法人 ⽇本規格協会 理事⻑賞   ・・・・・ 審査表彰部会 

品質工学に関連して、広く⽇本の標準化活動に貢献すると考えられる成果に対して、一般財団法
人⽇本規格協会より贈呈される賞です。⾃薦ないし他薦による応募のなかから、品質工学の継続的
実践と普及活動を通して、社会ないしは企業･団体への貢献が認められる個人ないしは組織体に授
与されます。 

理事⻑賞 北陸品質工学研究会（代表︓嘉指伸一） 
   

 
3.7. 学生賞       ・・・・・ 審査表彰部会 

教育機関における品質工学の取り組み活動を支援し、教育機関に品質工学の存在感を高めるた
めに、品質工学の取り組みに積極的な学⽣の研究に授与される賞です。 

学生賞  設計意図を考慮した評価指標に基づくロバスト設計手法 
Robust design method based on evaluation index in consideration 
of the designerʼs intention 

軽部 達也（明治⼤学⼤学院 理工学研究科 機械工学専攻 博⼠前期課程１年） 
共同研究者 水庫 優果、宮城 善一、井上 全人 
指導教員  宮城 善一、井上 全人 

 
3.8. 貢献賞        ・・・・・ 総務部会 

品質工学会の活動に貢献･協⼒した会員に授与される賞です。別途に定義された貢献賞得点を
累積加算し、その得点が 100 点に達した会員に貢献賞(入賞)を、さらに 100 点ごとに銅賞(200
点)、銀賞(300 点)、⾦賞(400 点)を授与します。 

2019 年度、新たに受賞された⽅は以下の通り。(得点順、敬称略) 



一般社団法人 品質工学会 2020 年度総会資料 
 

 
2019 事業報告 - 15 

 

⾦賞:  山⼾⽥武史、沢⽥⿓作、上杉一夫、⽣駒亮久、早川幸弘、⽊下秀明、糸久正人 (7 名) 
銀賞:  細井光夫、近藤芳昭、楢原弘之、平井智紀、⽥中誠、三森智之、中条孝則 (7 名) 
銅賞:  岩永禎之、渡部義晴、武重伸秀、秋元美由紀、倉地雅彦、三浦進、浜⽥真、武⽥布千雄、

玉村都夫、牧野和昭、⽥中孝治、五島伸洋、武澤泰則 (13 名) 
⼊賞:  岸知男、出島和宏、⻄野眞司、山口直樹、平誠⼠、⼆瓶義彦、⽥辺総一郎、小笠原靖、

松本⽂一、⽥中靖人、岩泉一雅、⽊村英俊、前⽥誠、⻘⽊規泰 (14 名) 
 

3.9. 各賞の審査に関して      ・・・・・ 審査表彰部会 
コロナ災禍の影響を鑑み、論⽂賞の表彰審査会を 2020 年 4 ⽉に順延しました。同じく、⽇本規

格協会理事⻑賞も本審査会を 2020 年 4 ⽉に順延しました。 
論⽂査読規定の⾒直しは、残念ながら 2019 年度中に間に合いませんでした。出版部会が主導

する形として、あらためて 2020 年度の検討課題として取り組みます。 
品質工学功労賞については、検討の結果、いったん構想を取り下げることにしました。2020 年度よ

り、現在の品質工学会の表彰体系全体の在り⽅を検討する中で、功労賞の必要性についても検討
します。 

 
 
(4) 学会誌その他の刊⾏物の発⾏ 
 

4.1. 学会誌「品質工学」の発⾏      ・・・・・ 出版部会 
学会誌 Vol.27, No.2, 3, 4, 5, 6 (4~12 ⽉)、Vol.28, No.1(2 ⽉)計 6 冊を発⾏しました。 

★Vol.27、 No.2（2019 年 4 ⽉号） 
論 説 イノベーションにおける品質工学の役割（1）―イノベーションの原点から⾒た課題

― ・・・吉澤正孝 
バーチャル評価の現状と課題（1）・・・⽥村希志臣/倉地雅彦/埴原⽂雄 

解 説 第 26 回品質工学研究発表⼤会振返り ・・・明吉秀樹/中島建夫/浜⽥和孝/吉澤
正孝/⽥村希志臣 

事例研究 前もって論⽂を執筆する技術戦略 ―ソフトウェアバグ検出への適⽤― ・・・竹内和雄 
★Vol.27、 No.3 (2019 年 6 ⽉号) 

解 説 バーチャル評価による顧客･技術者の暗黙知の可視化 ―開発テーマの⽅向付け、研
究前の情報収集等への適⽤― ・・・上杉一夫/安藤欣隆/秋元美由紀/岸 知男 
第 11 回品質工学技術戦略研究発表⼤会パネル討論 もう任せられない!! 品質工
学で実践する“真の”働き⽅改革 ・・・天岸義忠/上杉一夫/⽥村希志臣/中澤和彦/
三森智之/吉澤正孝/⼆ノ宮進一 

事例研究 電着塗装条件による塗膜厚均一化検討 ―新規工法を適⽤した工程設計に対する
バーチャル設計での検討― ・・・畠山鎮/後藤浩司 

★Vol.27、 No.4 (2019 年 8 ⽉号) 
論 説 バーチャル評価の現状と課題（2）・・・⽥村希志臣/倉地雅彦/埴原⽂雄 
解 説 損失関数を活⽤した職場の防災備蓄の検討・・・曽我光英 

<ルポタージュ︓第 30 回企業交流会> 品質工学を通じて⾃動⾞開発の⽣産性向
上に挑む（1）・・・坂本雅基/澤⽥位/細井光夫 

事例研究 電⼦基板製造ラインにおける検査改善 ―低解像度画像を⽤いた MT システム判別
手法による組⽴異常監視― ・・・山⽥哲司/山口直樹/救仁郷誠 
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★Vol.27、 No.5 (2019 年 10 ⽉号) 
論 説 イノベーションにおける品質工学の役割（2） ―イノベーションをマネジメントから⾒た

品質工学の課題― ・・・吉澤正孝 
解 説 <ルポタージュ︔第 30 回企業交流会>品質工学を通じて⾃動⾞開発の⽣産性向上

に挑む（2）・・・坂本雅基/澤⽥位/細井光夫 
2018 年研究論⽂振り返り ・・・出版部会編集委員会/審査表彰部会 
品質工学における SN ⽐の歴史 ・・・中島建夫 

事例研究 ⼤型超硬合⾦⾦型の一貫体制製造技術の構築に関する研究 ―高効率直彫り加
工を実現する切削工具形状および最適加工条件の検討― ・・・山本桂一郎/若宮
寛明/早川幸弘/飯⽥祐也/高崎雅志/梶谷理⾹/酒谷隆晴/林憲一 

★Vol.27、 No.6 (2019 年 12 ⽉号) 
論 説 ⽇本企業の TQM 活動から学んだ欧⽶企業におけるデザイン･フォー･シックスシグマ活

動 ・・・⽥口 伸 
 複雑系のロバスト設計法 ―品質工学と MBD― ・・・沢⽥⿓作 
解 説 教育･研究機関における品質工学の展開 2018 -徹底的な資本主義のものづくり教

育を⽬指して- ・・・水谷淳之介/山本桂一郎/早川幸弘 
 「品質工学」誌の価値を高めるために（その 1）・・・出版部会編集委員会 
事例研究 放電コーティング加工パラメータ選定に対する品質工学の適⽤・・・菅間良太/江末良

太/下⽥幸浩/渡辺光敏 
★Vol.28、 No.1（2020 年 2 ⽉号） 

解 説 実験計画法から品質工学へ，⽥口⽞一の⽣涯におけるターニングポイントの数々・・・
⽥口 伸/⽮野耕也 

 ⽮野語録・・・澤⽥ 位 
事例研究 MT システムを⽤いた⽣態情報からのストレス評価・・・植 英規/⼤内⽥優⾹ 
実施報告 2 種類の直交多項式による合わせ込みの⽐較研究・・・佐々⽊市郎 
 

4.2. 学会誌「品質工学」掲載論⽂レビュー     ・・・・・ 審査表彰部会 
2019 年の学会誌に掲載されたすべての論⽂についてレビューを実施しました。また、研究発表⼤会

についてもレビューを実施しました。レビューの結果は記事として 2020 年学会誌に掲載予定です。 
 

4.3. 学会誌「品質工学」の編集と投稿数の増加施策   ・・・・・ 出版部会 
2016 年頃より、全体に投稿数が漸減しつつあることを受け、原著論⽂の投稿数を増やすため発表

⼤会受賞者を始め優れた内容の発表者に直接投稿を促してきましたが、それに加え、下記に取り組み
ました。 
  春の⼤会の上位者に積極的に働きかけ、投稿を勧めた結果、昨年度⽐で倍以上の投稿数があ

りました。原著論⽂の投稿についてダイレクトに依頼をした結果、数報が即座に投稿されましたこと
から、継続して投稿依頼を継続します。 

  投稿規程を改訂し、⼤会予稿原稿の投稿の受付ができるようになりました。 
  投稿規程を改訂し、記事種別の指針を示しました。特に｢QE スクエア｣を設置し、バリエーションを

増やしました。各コーナーがなるべく途切れることがないよう、努めています。 
  会員が⾃由に記述できる欄として「QE スクエア」を開設しました。 
  ベテラン会員に対するインタビューを企画し、過去の品質工学における特筆事項等を、歴史化の

観点も踏まえて掲載を開始しました。 
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  論説原稿、および解説原稿は合わせて各巻平均 3 報の掲載に努めました。マクロ視点を考慮し、
誌⾯に反映をしたと考えております。 

 
 
(5) 研究発表⼤会、研究集会、講演会、展覧会、講習会、⾒学会等の開催 
 

5.1. 品質工学研究発表⼤会     ・・・・・ 発表⼤会実⾏委員会 
  第 27 回品質工学研究発表⼤会（RQES2019S） 

2018 年 6 ⽉ 27 ⽇、28 ⽇に、タワーホール船堀（江⼾川区）で開催しました。 
発表件数は 67 件で、壇上発表（28 件）、ポスター発表（39 件）でした。⼤会参加者数は

498 名と前回⼤会より 65 名減りましたが各会場では活発な議論が⾏えました。 
  第 28 回品質工学研究発表⼤会（RQES2020S） 

2020 年 6 ⽉ 18 ⽇、19 ⽇に、タワーホール船堀（江⼾川区）で開催する予定で、その準備を
進めてきましたが、新型コロナウィルスの世界的な感染拡⼤を受け、検討を重ねた結果、参加者の安
全⾯を最優先し、中止を決定しました。 

例年よりも 2 カ⽉早く発表申込の受付を開始し、会員向け一⻫メールにて発表の呼びかけをした
他、全国の研究会および研究会連携委員会と協⼒し、研究会オーガナイズドセッションを企画するな
どの発表件数増加策を実施した結果、合計 84 件の発表が⾏われる予定でした。 

 
5.2. ICRQE2020      ・・・・・ 発表⼤会実⾏委員会 

RQES2020S との共同開催とする企画を⽴て、発表概要や図表の説明の英語化、ホール発表の
同時通訳なども検討してきました。 

しかしながら、新型コロナウィルスの世界的な感染拡⼤を受け、検討を重ねた結果、参加者の安全
⾯を最優先し、ICRQE2020 は 1 年延期を決定しました。 

共同開催に向けて検討・準備してきた内容は 2021 年度に活かします。 
 

5.3. 品質工学技術戦略発表⼤会 (RQES2019A)  ・・・・・ 戦略⼤会実⾏委員会 
第 12 回品質工学技術戦略研究発表⼤会（RQES2019A）を予定どおり 2019 年 11 ⽉ 22

⽇開催しました。IT と結合テーマとして、JAXA 標準書、AI と MT システム、⾃動⾞における１D シミ
ュレーションと MBD など招待講演１件、研究発表４件について議論しました。⼤会参加者は直近２
年と同数の 125 名（内⾮会員１０名）となりました。今⼤会からアンケートを web にて集計し、運
営側リソースの低減を図りました。 

「あらゆる分野に評価でイノベーションを -IT との結合で進化する品質工学-」をテーマに、下記の講
演と発表がされました。 
基調講演 品質工学の発展の経緯と今後の研究の⽅向性 /浜⽥和孝副会⻑ 
研究発表１ 品質工学の JAXA 標準書設定の意義と宇宙航空産業における品質工学への期待 /

角 有司（JAXA（宇宙航空研究開発機構）） 
研究発表２ AI の時代と MT システム -ロケット⾃律診断と地震予測を例として- /手島昌一（アン

グルトライ(株)） 
招待講演   品質工学活⽤による開発効率向上 -バルブシート摩耗を例に- /高橋伸一（(株)

本⽥技術研究所） 
研究発表３ 製品機能のロバスト最適化における品質工学と MBD の役割 /沢⽥⿓作（サワダ技

研(株)）  
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研究発表４ ⽇本の⾃動⾞産業の課題と MBD 活⽤ /武重伸秀（マツダ(株)） 
パネル討論 「品質工学の IT との結合による進化と課題」 /司会: 山⼾⽥武史（(株)IDAJ） 

 
5.4. 企業交流会       ・・・・・ 事業部会 

第 31 回企業交流会を 2020 年 3 ⽉ 6 ⽇（⾦）に (国研)宇宙航空研究開発機構（JAXA)
筑波宇宙センターにて開催することでプログラム、発表者などすべての準備を整えて募集を⾏いました。
2 ⽉ 20 ⽇時点で 83 名の申込みがありましたが、新型コロナウィルスが拡散して参加者の感染リスク
が高いという判断により、開催を同年 9 ⽉ 4 ⽇（⾦）に延期することを 2 ⽉ 21 ⽇(⾦）に決定いた
しました。    

        予定されたプログラムを下記に紹介いたします。 
総合テーマは「高信頼性システムのシステムエンジニアリングのための評価」としました。これからの時

代のシステムは高機能/高信頼性がより要求されてくる高信頼性時代になりますが、それに応えるシス
テムエンジニアングの在り⽅を品質工学の活⽤も含めて議論する予定です。プログラムは以下の構成と
しました。講演「ロケットエンジンの信頼性向上」、JAXA 沖⽥耕一氏、檀上発表(1)スカイアクティブ成
功への道、マツダ(株)武重伸秀氏、(2) 単位空間を動的に⽣成する事による機械設備・プラント異
常診断の精度向上、(株)IHI 茂⽊悠佑氏、(3) JAXA のロバスト設計ハンドブックの概要と今後の
適⽤について、JAXA 角有司氏、(4) QFD とロバスト設計を組み合わせたロケットターボポンプ⽤ター
ビンの最適化、JAXA 川崎聡氏、パネルディスカッション︓「高信頼性システムのシステムエンジニアリン
グのための評価」 司会︔JAXA 角有司氏、パネリスト︔講演者、壇上発表者。 

 
5.5. 経営交流会       ・・・・・ 事業部会 

新たに経営交流会を⽴ち上げるために、古くから賛助会員になっていただいている企業３社（古河
電気工業(株)、コニカミノルタ(株)、(株)小松製作所）の役員にヒアリングを⾏い、経営側のニーズを
調査いたしました。またその 3 社にマツダ(株)を加えて⽇本の産業界を代表する企業 4 社と経営委員
会委員とで構成する経営交流会の準備委員会を設置いたしました。経営者が品質工学の本質的な
考え⽅を理解し実践への強⼒なリーダーシップを取っていただくことが企業での普及につながるということ
を狙い、経営交流会を通して経営層向けの事業を企画する活動を 2020 年度から開始いたします。 

 
5.6. 学校交流会      ・・・・・ 学校教育委員会 

○ 2019 年 6 ⽉ 26 ⽇ 学会事務局会議室において、拡⼤学校教育委員会を開催し、「品質工
学会 学校交流会」の開催およびその準備について意⾒交換を⾏いました。 

○ 2019 年 11 ⽉ 9 ⽇に埼玉工業⼤学において学校交流会（準備会）を開催しまた。内容は 
（１）教育関係者による講演︓神奈川県⽴産業技術総合研究所 高橋和仁氏 
（２）学⽣による研究発表︓埼玉工業⼤学工学部機械工学科卒研⽣ ４件 
（３）教育に関するディスカッション（学校教育の課題と解決策についての情報交換） 
なお、グループチャットを⽤いた遠隔地からの参加も試験的に実施しました。 

○ 2020 年 3 ⽉ 5 ⽇に埼玉工業⼤学において第２回学校交流会（準備会）の開催を予定しま
したが、新型コロナウィルス感染拡⼤防止のため 8 ⽉に延期としました。 
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(6) 品質工学情報の収集、提供 
 

6.1. 論⽂電⼦公開(J-Stage)      ・・・・・ 総務部会 
品質工学の普及宣伝また研究や応⽤のための先⾏事例参照の利便性を図るため、学会誌掲載

後 1 年を経過した研究論⽂、論説、解説等の J-STAGE を利⽤した電⼦公開を継続しています。
2019 年度には、Vol.27, No.6 掲載の論⽂まで公開を完了しました。 

 
6.2. 田口データベースの構築    ・・・・・ Vision30 プロジェクト 

25 周年事業委員会から継続している知識の構造化活動のなかで、⽥口のメッセージに加えて著
書を収集しデータベースに追加、⽥口の基本的な考え⽅を整理するための知識ベースを整えました。 

 
 
(7) 内外の関係団体との連絡および提携 
 

7.1. ⼀般財団法人 ⽇本規格協会     ・・・・・ 審査表彰部会 
   「⽇本規格協会理事⻑賞」のスポンサーシップいただき、品質工学エンジニア認定制度と、品

質工学版 QC 検定(仮)との連携について、両者での検討を進めています。 
 

7.2. ⼀般社団法人 ⽇本品質管理学会     ・・・・・ 事業部会 
「商品開発プロセス研究会」 

一般社団法人⽇本品質管理学会と共同の研究会「商品開発プロセス研究会」は両学会の理事
会の承認を経て 2018 年 11 ⽉に正式に発⾜いたしました。開始時のメンバーは 22 名ですが、現在
は 31 名になっています。主査として⽇本品質管理学会からは統計数理研究所・所⻑の椿広計氏、
品質工学会からは(有)近岡技術経営研究所の近岡淳氏、幹事は電気通信⼤学准教授山本渉
氏、(株)リコー細川哲夫氏が担っています。本年度はそして研究のさらなる促進のために以下の三つの
ＷＧを設置し、研究の主体は各 WG に移し、全体委員会では各 WG からのアウトプットの整理と外
部有識者との交流を進めています。現在ＷＧ毎の研究会を毎⽉開催しており、全体会合は 3 か⽉
毎の開催としています。マイルストーンとして⽇本品質管理学会の研究発表会（11 ⽉）、品質工学
会の研究発表⼤会（6 ⽉）に中間の研究報告を⾏っていきます。本年度は 2019 年 11 ⽉ 23 ⽇
（⼟）に⽇本品質管理学会研究発表会にて企画セッション（90 分、参加者約 60 名）として発
表を⾏いました。 
  WG1︓顧客価値創造の上流工程プロセスの開発（幹事:和光⼤学教授 丸山一彦氏）  
  WG2︓創造性と効率性を両⽴した技術開発プロセスの研究（幹事:(株)リコー 細川哲夫氏） 
  WG3︓損失関数の新事業プロセス評価への適⽤研究（幹事:慶應義塾⼤学教授 山⽥秀氏） 

 
7.3. 国⽴研究開発法人 産業技術総合研究所    ・・・・・ 事業部会 

国⽴研究開発法人産業技術総合研究所との技術交流を促進するために、その国家プロジェクトか
ら発展した一般社団法人ミニマルファブ推進機構のファブシステム研究会を通して、産業技術総合研
究所および半導体産業への啓蒙を促進しています。今年度は⼤きな進展はありませんでしたが、ファブ
システム研究会の公的機関会員として情報交換を継続しています。    

 
 

7.4. 農林⽔産省      ・・・・・ 技術向上委員会 
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2019 年度は、具体的な活動は実施できませんでした。 
 

7.5. JAXA/宇宙航空研究開発機構     ・・・・・ 事業部会 
Vision30 の一貫として JAXA との間で JAXA ロバスト設計の標準書作成プロジェクトを⽴ち上げ、

標準書作成活動を⾏いました。宇宙航空領域にはシミュレーションを重要しておりますので、モデルベー
スの開発を意識した標準書を作成することができました。また、これと並⾏してモデルベースの開発を視
野にいれたシミュレーショを利⽤したパラメータ設計の研究活動を⾏いました。研究成果は、JAXA 標
準に反映するとともに、品質工学会の研究発表⼤会、⽇本建築学会などの専門学会に発表すること
ができました。しかし、会誌に投稿するまでには⾄らいませんでした。また初期の⽬的であった JAXA 開
発の JIANT システムとの連携については、パラメータ設計の解析ツールとの連携を研究しました。お互
いのシステムの整合の課題が明らかになりましたが、開発時期と標準化のための業務が並⾏したために
連携の研究はあまり進展できませんでした。 

 
7.6. 消費者庁       ・・・・・ 総務部会 

消費者安全調査委員会が実施中の「幼児同乗中の電動アシスト⾃転⾞の事故調査」に関して、
同庁消費者安全課よりの当学会に対する依頼に応え、⾃転⾞⾛⾏安定性の評価と検証実験の計
画策定について支援すると共に指導役として参画しています。 

 
 
(8) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業  ・・・・・ 総務部会 
 

8.1. 会議体運営 
定時社員総会は例年通り、発表⼤会の第 2 ⽇⽬に開催しました。他の役員会議体については 

「3. 執⾏体制および会議等の開催」を参照ください。 
会議においては一人でも多くの⽅に参加いただけるよう、Skype による遠隔会議と Dropbox を利

⽤した会議資料のネット配信を組み合わせた会議プロセスを継続運⽤しています。学会事務所を利
⽤する会議・打合せすべてで利⽤いただけます。 

8.2. 事務所移転 
 2019 年 8 ⽉ 6 ⽇、千代⽥ノースビルのオーナーよりのビル建て替え計画のため⽴ち退き依頼に対
応し、東京都千代⽥区神⽥三崎町 2-16-9 の新星ブルービル 4F に事務所を移転しました。 

8.3. 代議員選挙の運営 
代議員の任期満了に伴う、代議員選挙を実施しました。2019 年 11 ⽉に選挙管理委員会が発

⾜、以降、各地区の候補者推薦委員の選任、公示、候補者受付(⽴候補、推薦)を経て、4 ⽉度
に当選者が確定しました。なお、当選した皆様には、2020 年 6 ⽉の総会から第 2 期代議員として
参画いただきます。 

8.4. 新型コロナィルス感染対応 
 品質工学会としての対応⽅針を策定し、理事会承認後、内外に周知しました。また、事務所の感
染対策、事務局員のリモートワーク対応、会議体のリモート化を始め、様々な対応対策を講じました。
さらに、⼤会中止に伴う総会開催予定が⽩紙化されたことから、感染対応を講じた上での総会開催
⽅法を検討、提案しました 
 

以上 
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審議 
第 2 号議案  2019 年度決算報告 

 
※ 

 

1. 決算概要 
2. 財務諸表 
2.1. 総合計 
2.1.1. ⼀般会計 
2.1.2. 田口賞特別会計 
2.1.3. 学生賞特別会計 
2.1.4. 地震予知 MT システム研究特別会計 

3. 監査報告書 
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1. 概要 
 

品質工学会の会計は、一般会計と 3 つの特別会計で構成されています。特別会計は⽥口賞、学⽣
賞、地震予知 MT システム研究に関わる事業限定で、それぞれを⽬的とした基⾦によるため、一般会計と
は独⽴した会計として運⽤しています。 

以下、決算報告は、特別会計 3 会計の合計収支総額が、全 4 会計合計の 0.5%に満たないことか
ら、4 会計をまとめた「総合計」の財務諸表(貸借対照表、財産⽬録、正味財産増減計算書、収支計
算書)からのトピックスを報告します。個々の会計の詳細についてはそれぞれの財務諸表を御参照ください。 

なお、会計⽅式は、将来、一般社団法人から公益法人となることを念頭に、公益法人⽅式を採⽤して
います。 

 
財務諸表に関する概要説明 
1) 貸借対照表 

 
 

① 対前年で資産合計は約 140 万円増加しました。これは、主に事業活動収支⿊字(約 200 万円)によ
るものです。 

②  それに応じて、正味財産も増加しましたが、コロナウィルス関連のため、次期には⼤幅な収入減が予想さ
れることから、各種引当⾦への積み増しは⾒送りました。 

 
2) 収支計算書 
① 【事業活動収支】: 上述の通り、約 210 万円の⿊字となりましたが、これは事務所移転に伴う⽴退料

と、事務局員の退職による人件費の節約というスポット要因によるもので、実質的には収支同等という結
果でありました。 
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② 【投資活動収支】: 事務局員の退職に伴い、退職給与引当預⾦より 80 万円を取り崩しました。 
③ 【財務活動収支】::納税関連で、法人税と印紙等の租税公課です。今年度も、収益事業分の税引き

前利益が僅少で所得税の課税対象とならないため、法人住⺠税均等割の 7 万円のみとなりました。 
④ 【当期収支差額】は【事業活動】、【投資活動】、【財務活動】の収支差額と【予備費】の支出(=0 円)を

合計したもので、当期は約 160 万円の⿊字で着地できました。 
⑤ 【繰越⾦】は前期からの約 410 万円に対し、コロナウィルス対応のため中止した⼤会の収入減を⾒込んで

前項の【当期収支差額】をすべて合わせ、約 570 万円を【次期繰越⾦】としました。 
 
※ 事業活動収支の科目別内容に関する補足説明 

《事業活動収⼊》  
   2019 年度は、出版・広告関係では予算以上の収入を上げましたが、正会員および賛助会員の減少、

発表⼤会参加人数の減少、コロナ対応での企業交流会延期の対予算 220 万円減を始め全般の減少
もあり、事務所移転⽴退料 240 万円という臨時収入があったものの対予算 260 万円減という結果にな
りました。 

《事業活動支出》 
  【事業活動支出】: 以下の【事業費支出】と【管理費支出】の合計で、対予算約 470 万円アンダーで着

地しました。 
  【事業費支出】: 対予算約 330 万円アンダーという結果になりました。 

 そのうち 30%弱が学会誌作成費 95 万円で、支出が抑えられたという意味ではありがたくもありますが、
作成費は概ねページ数に⽐例する経費であります。投稿数も増えつつありますので、学会としては支出増
となっても、質・量の充実を策していきます。また、研究発表⼤会の経費も 70 万円(14%)を節約できま
した。他に、企業交流会、経営講演会、⽥口賞審査の未実施と、全般に経費節減できたことから上記に
収められました。 

  【管理費支出】: 対予算約 170 万円アンダーに抑えることができました。 
 期中退職による労務費の低減と、事務所転居経費が思いのほかに安くあげられたこと、そして不要不急
の費⽤カットまた少しずつコストダウンすることで抑えました。 

《事業活動収支差額》 
   上記の通り、対予算で《事業活動収⼊》 が約 260 万円の減収、《事業活動支出》 が約 470 万円

アンダーで着地した結果、予算に対し約 210 万円の⿊字となりました。 
 
 
2．特別会計 
 
2.1 田口賞特別会計 
  2019 年度は審査を⾏わなかったため、その経費は発⽣しませんでした。 
  結果として、当期総収入 48 円、総支出 516 円、差額がマイナス 468 円となり、年度末で引当⾦を含

め 4,832,668 円の資産となりました。 
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2.2 学生賞特別会計 
  2019 年度は審査 1 件を実施しました。 
  受取利息収入 8 円、、審査費⽤その他の総支出 39,380 円、差額がマイナス 39、804 円となり、前

期繰り越しと差し引きし 2、507 円を次期繰越⾦とし、年度末で引当⾦を含め 834,954 円の資産とな
りました。 

 
2.3 地震予知 MT システム研究特別会計 
  2019 年度は、事務費⽤として 540 円の支出がありました。 
  年度末で引当⾦を含め 331,058 円の資産となりました。 

 
 
 
 以下、資料 
 
(1) 財務諸表   ・・・・・  貸借対照表、正味財産増減計算書、収支計算書 

1.1. 総合計 
1.1.1. ⼀般会計 
1.1.2. 田口賞特別会計 
1.1.3. 学生賞特別会計 
1.1.4. 地震予知 MT システム研究特別会計 

 
 
(2) 監査報告書 
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審議 
第 3 号議案  役員(理事・監事)の改選 

 

１．理事・監事の改選 
定款第 22 条（役員の設置）第 1 項，第 23 条（役員の選任）第 1 項に基づき，法人第 3 期の業務

執⾏理事・監事を以下のとおり提案させていただきます。(敬称略、五⼗⾳順、所属は 2020 年度末時点) 

法人第 3 期(2020~2022)役員  
 
理事(再任)   
上杉 一夫 上杉技研 
衛藤 洋仁 いすゞ⾃動⾞(株) 
⼤村 欽也 キヤノン(株) 
救仁郷 誠   
⽥村 希志臣 コニカミノルタ(株) 
近岡 淳       (有)近岡技術経営研究所 
千葉 亨      HOYA(株) 
浜⽥ 和孝 Hamada Quality Solution 
水谷 淳之介 富山高等専門学校 
⽮野 耕也 ⽇本⼤学 
山本 桂一郎 富山高等専門学校 
吉川 勝也   ⽇本規格協会 
吉澤 正孝 クオリティ・ディープ・スマーツ(責) 
吉原 均      キヤノン(株) 
 
 

 
理事(新任)   
太⽥ 勝之    (株)シマノ 
芝野 広志      
須江 雅彦    滋賀⼤学 
⽥口 伸 American Supplier  

             Inst. Inc. 
武重 伸秀     マツダ(株) 
椿 広計      統計数理研究所 
永⽥ 靖      早稲⽥⼤学 
楢原 弘之     九州工業⼤学 
藤本 隆宏     東京⼤学 
細川 哲夫     (株)リコー 
宮川 雅⺒     東京工業⼤学 
山⼾⽥ 武史  （株）IDAJ 
 
               以上 理事 26 名 

監事(再任)  
折⼾ ⽂夫    (国研)農業・⾷品産業技術 

総合研究機構 

監事(新任)  
久⽶原 宏之   地域産学官連携 

ものづくり研究機構
 以上 監事 2 名 

役員退任者 
代表理事 谷本 勲 アルプスアルパイン(株) 
理事 天谷 浩一 (株)松浦機械製作所 

  齋藤 圭介 ＫＹＢ(株) 
  高松 喜久雄 (株)ＩＨＩ 

監事 小野 元久 元 宮城教育⼤学 
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2．副理事の改選 
副理事とは、定款 22 条第 1 項に定める法人法上の業務執⾏理事の職務を補佐する役職です。任期の満

了に伴い、新たに副理事を任命いたします。 
但し、下記副理事規程にありますよう、その任命は新会⻑の専権事項でありますことから、新会⻑選出後の任

命となるため、後⽇、会告いたします。 
 

 
 

 
参考  2019 年度末 副理事    (敬称略、五⼗⾳順) 
 

安藤 ⼒  富⼠ゼロックス(株)  沢⽥ ⿓作 サワダ技研(株) 
安藤 欣隆 ヱスケー石鹸(株)  芝野 広志      
糸久 正人 法政⼤学  高辻 英之 広島県農林水産局 
太⽥ 勝之 (株)シマノ  栃洞 孝吉 (株)東海理化 
河⽥ 直樹 埼玉工業⼤学  楢原 弘之 九州工業⼤学 
喜多 和彦 YKK(株)  細川 哲夫 (株)リコー 
近藤 芳昭 コニカミノルタ(株)  満嶋 弘⼆ KYB(株) 
坂本 雅基 花王(株)  吉野 荘平 (株)ときそう 
    

副理事規程 (抜粋) 
(職務)  

第 2 条 本学会に副理事若⼲名を置く。副理事は、会⻑(代表理事)の命を受け、理事の職務
を補佐することをその任務とする。 

(任命)  
第 3 条 副理事は、正会員のうちから、理事の意⾒を参考に、会⻑が任命する。 

(任期)  
第 4 条 副理事の任期は、原則 2 年とする。 

2. 副理事の任期の末⽇は、当該副理事を任命した会⻑の任期の末⽇とする。 
3. 任期の途中で副理事の交替があった場合，後任の副理事の任期は，前任者の残
任期間とする。 
4. 副理事は、再任を妨げない。 
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審議 
第 4 号議案  名誉会員の推薦 

 
 理事会では，下記の会員の学会活動への功労を称え，名誉会員として処遇することを推薦します。ご
承認をお願いします。 

谷本 勲  氏  (アルプスアルパイン(株)） 
(推薦理由) 
 谷本勲氏は，2004 年の監事就任以降，現在までの 16 年間，継続して執⾏部の中⼼的な存在と
して、特に法人化後の初代代表理事・会⻑として 2 期 4 年に渡って、常に品質工学会の向かうべき⽅
向を指し示し、学会経営にご尽⼒いただきました。 

また，ご退任以降も、学会活動にご協⼒いただけると伺っております。 
 

残念ながら今回、代表理事を退任されることになりましたが，これまでの⻑きにわたる学会への貢献は
名誉会員として処遇するにふさわしいと考えます。 

 
 

 以下に理事としての主な経歴を紹介します。 
 
(品質工学会における主な経歴) 

2003   経営における品質工学研究委員 (~2008) 
2004   監事 (~2006) 
2008   広報担当理事(~2010) 
2010   理事・副会⻑・研究発表⼤会実⾏委員⻑(~2016) 
2016   理事・会⻑・法人化準備委員会副委員⻑(~2016) 
2016.9.17 一般社団法人品質工学会設⽴ 代表理事・会⻑(~2020) 

(受賞歴) 
2012   公益財団法人精密測定技術振興財団 品質工学賞 論⽂賞 ⾦賞 

        「PPM 時代の品質管理─品質管理と品質工学─」 
2014   品質工学会貢献賞 ⾦賞 

(学会誌掲載報⽂) 
1． PPM 時代の品質管理 ─品質管理と品質工学─ (事例研究) Vol.20 ,No.1 (2012)  
2． マクロ視点の品質工学 ─視点のマクロから結果のイノベーションへ─ (論説) Vol.26 ,No.1 
(2018) 
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報告 
(1) 2020 年度事業計画 目次 

 
 
事業活動の方針と概要 
 
  理想を目指して 新たな品質工学の道 

 
事業計画 

 
(1) 品質工学の研究と調査、およびその奨励、助成 

1.1. ⽥口の考え⽅の収集・整理 
1.2. 研究会との連携強化 
1.3. 品質工学の体系化 
1.4. 品質工学新領域開拓 
1.5. 品質工学手法研究 

 
(2) 品質工学の普及、およびその奨励、助成 

2.1. 資格制度の制定 
2.2. 品質工学教育特別講座の開催 
2.3. 解析支援ツールの提供 
2.4. 広報活動の強化 
2.5. 工業技術センターを通じた普及の検討 

 
(3) 品質工学の研究、普及および当法人への多⼤

な貢献に対する表彰 
3.1. 精密測定技術振興財団 品質工学賞 論⽂賞 
3.2. 品質工学会 ASI 賞 
3.3. 精密測定技術振興財団 品質工学賞 発表賞 
3.4. 研究発表⼤会 会⻑賞/実⾏委員⻑賞 
3.5. ⽇本規格協会 理事⻑賞 
3.6. 学⽣賞 
3.7. ⽥口賞 
3.8. 功労賞 
3.9. 掲載論⽂のレビュー 
3.10. 貢献賞 

 

(4) 学会誌その他の刊⾏物の発⾏ 
4.1. 学会誌「品質工学」の発⾏ 
4.2. 学会規格「品質工学⽤語」の作成 

 
(5) 研究発表⼤会、研究集会、・・・等の開催 

5.1. 品質工学研究発表⼤会 
5.2. 品質工学技術戦略発表⼤会 
5.3. 企業交流会 
5.4. 経営交流会 
5.5. 学校交流会 

 
(6) 品質工学情報の収集、提供 

6.1. 論⽂電⼦公開(J-Stage) 
6.2. ⽥口データベースの構築 
6.3. 事例・論⽂データベースの構築 
6.4. 品質工学関連書籍の収集 

 
(7) 内外の関係団体との連絡および提携 

7.1. ⽇本規格協会 
7.2. ⽇本品質管理学会 
7.3. 産業技術総合研究所 
7.4. 農林水産省 
7.5. JAXA 
7.6. 消費者庁 

 
(8) その他、この法人の目的を達成するために必要

な事業 
8.1. 会議体運営 
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報告 
(1) 2020 年度事業計画 

 
事業活動の方針と概要 
 
  理想を目指して 新たな品質工学の道 

2020 年度は、引き続き、制定した「理想を⽬指して 新たな品質工学の道」を活動の拠り所とし、
"Vision30 "を実現するために策定した中⻑期計画を実⾏するプロジェクト活動を⾏っていきます。 

 
そのねらいである 
  1. 自己実現と社会認知 
  2. 新しい品質工学の考え、手法の開発 
  3. イノベーションへの貢献 
 
これらのそれぞれに設定したプロジェクトをそれぞれ加速していきます。2019 年度に研究した結果につ

いては積極的に学会誌を通じて報告するとともに、完成した解析ツールの配布とこれを使った教育機会
の充実、制定した認定制度の運⽤、⽥口博⼠の考え⽅の構想化とテキスト化と出版、経産省、JAXA、
⽇本品質管理学会などの公的機関との共同研究の活発化です。また、品質工学を組織的に展開する
企業のマネジメントの参加など、より多く会員の学習の機会と研究の機会を充実していきます。これらの
活動を踏まえて、ビジョン 30 の活動の成果として設⽴３０周年記念にむけて成果が得られるよう活動を
していきます。また、あらたにビジョン３５の設定にむけての活動を開始いたします。 

 
  品質工学会創⽴ 30 周年および田口⽞⼀博⼠没後 10 周年の記念事業の企画 

2022 年は学会創⽴ 30 年、かつ⽥口先⽣がご逝去されて 10 年の節⽬の年です。これに向け、記
念事業の企画検討に着手します。 
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理事会および執⾏体制 
 
 2020 年度は、以下の体制で学会を運営します。 

執⾏のための組織(部会/委員会)は、前年度と同様の「事業・組織・技術の 3 統括部体制であります。 
 

 
 

1) 理事会: 定款第 31〜36 条に規定される「この法人の業務執⾏の決定機関」として、定例開催(9、 12、 
3、6 ⽉) します。また必要に応じて、臨時またはメール審議と臨機に開催します。 

2) 部会⻑会議: 学会運営の執⾏に関わる検討・論議、情報共有、調整および進捗管理のための会議体
で、毎⽉(原則第 2 水曜)開催します。 

3) 定時社員総会: 2021 年６⽉ 25 ⽇(⾦) 、研究発表⼤会の第 2 ⽇に開催を予定しています。 
 
 
 
 
 
 
 

　　2020年 7⽉ 16⽇

┌────────────────────理事 (⽥口★/ASI)
├─────理事 (吉川/⽇本規格協会)
├─────理事 (藤本★/東京⼤学)
├─────理事 (宮川★/東京工業⼤学)
├─────理事 (永⽥★/早稲⽥⼤学)
├─────理事 (須江★/滋賀⼤学)
│

┌────────────────────┬───────────┼────Vision30 (吉澤) ──────────────────────────Vision30 プロジェクト ─────────( )
│ │ │
│ │ ├─────副会⻑ (近岡) ──────────────────────────┬────副統括⻑ (⽥村) ──────────────────────────┬────────────事業部会 (細川★) ─────────( 安藤(欣)、近藤、塩沢◆、熊谷◆ )
│ │ │  兼 運営統括⻑ │ └────────────審査表彰部会 (⽥村*) ─────────( 安藤(⼒)、糸久 )
│ │ │ │
│ │ │ └───────────────副統括⻑ (⽮野) ──────────────────────────┬────────────出版部会 (⽮野*) ─────────( 坂本、 )
│ │ │ └────────────広報部会 (山本) ─────────( 吉野、⽥村*、熊坂◆ )
│ │ │
│ │ ├─────副会⻑ (武重★) ──────────────────────────副統括⻑ (水谷) ──────────────────────────┬────────────研究会連携委員会 (上杉) ─────────( 高辻、 )
│ │ │  兼 組織統括⻑ ├────────────学校教育委員会 (楢原★) ─────────( 河⽥ 、 山本* )
│ │ │ └────────────企業普及委員会 (吉原) ─────────( 満嶋 、 ⼤塚◆ )
│ │ │
│ │ └───────────────副会⻑ (浜⽥) ──────────────────────────┬────副統括⻑ (衛藤) ──────────────────────────┬────────────発表⼤会実⾏委員会 (山⼾⽥★) ─────────( 高松◆ )
│ │  兼 技術統括⻑ │ └────────────戦略⼤会実⾏委員会 (⼤村) ─────────( )
│ │ │
│ │ └───────────────副統括⻑ (芝野★) ──────────────────────────────────技術向上委員会 (太⽥★) ─────────( 喜多、沢⽥、細川*、武澤◆ )
│ │
│ │
│ └─────────────────────────────────────────(救仁郷) ─────────────────────────────総務部会 (千葉) ─────────( 佐々⽊◆ )
│
├────────監事 (折⼾、久⽶原)
│ ★: 新任理事/監事
├────────名誉会員の会 (谷本) ◆: 新任副理事
└─────────────────────────────────────────選挙管理委員会 (伊藤)  *: 兼務

　2020年度　品質工学会　執⾏体制 (案) 　

　部会⻑・委員⻑・幹事 . 　副部会⻑・副委員⻑　.

(椿★)

　総務統括

 ――――――――――――――― 理事会 (理事&監事) ――――――――――――――― ――――― 副理事  ―――――

代表理事
会⻑
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事業計画 
 
(1) 品質工学の研究と調査、およびその奨励、助成 
 

1.1. 田口の考え方の収集・整理    ・・・・・ Vision30 プロジェクト 
2019 年度の成果をもとに、⽥口が提案する品質工学を 12 の領域で、テキスト化を⾏うプロジェク

トを設定し作成する活動を開始します。 
 

1.2. 研究会との連携強化     ・・・・・ 研究会連携委員会 
公認研究会規程を制定し、新しく制定した公認研究会規程の下で、公認研究会と連携を強め、

以下の施策を実施していきます。 
1) 研究会連携委員会活動 

・ 公認研究会規程の下で、全ての公認研究会から研究会委員を推薦してもらい、新しい
体制で研究会連携委員会活動を実施していきます。 

2) 研究会による研究（⼤会発表・論⽂掲載）件数の増加 
・ 2020 年⼤会における「研究会オーガナイズドセッション」において予定した発表予稿をでき

るだけ、学会誌へ投稿できるように働きかけます。 
・ 2021 年の⼤会に向けて、2020 年⼤会で実施できなかった「研究会オーガナイズドセッシ

ョン」を企画し、それを⼤会発表件数の増加につなげていきます。 
3) 研究会と学会が共存・共栄できるエコシステムの構築 

① 全国研究会活動展・研究会懇談会の企画と実施 
・ 2020 年⼤会は中止となりましたが、2021 年開催する⼤会においては、できるだけ

「研究会オーガナイズドセッション」への参加研究会を多くの研究会によびかけます。研
究会懇談会についても実施していきます。 

・ 研究会活動展については、実施の可否も含めて再検討します。 
② 研究会との連携強化 

・ 第 1 ステップとして、研究会への具体的な支援内容を明確にした上で、実施していき
ます。 

4) 会員増加策の実施 
・ 会員増加策について効果的な⽅法を再検討し実施していきます。 

5) 学会誌への研究会報告掲載 
・ 引き続き学会誌掲示板への研究会報告投稿のサポートを⾏っていきます。 

 
1.3. 品質工学の体系化     ・・・・・ 技術向上委員会 

昨年度の継続として以下の取組みを⾏います。 
① ひな形の吟味を⾏い、フレームワークを確定し、本格的にデータベース作成を進めます。 作成

には協⼒者が必要で、論⽂執筆者（学会員）、研究会メンバー、代議員に協⼒をお願いす
る予定です。 

② データベースの運⽤（活⽤）⽅法と管理⽅法を検討します。 学会のホームページで開示す
るとともに、分野ごとのハンドブック作成を⽬指します。   

③ 新規データの登録⽅法を決定し、体系化された論⽂の⾃動蓄積を⽬指します。 
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1.4. 品質工学新領域開拓     ・・・・・ 技術向上委員会 
2019 年度の取り組み⽅針を継続します。 
１）既存の手法 

直交表、SN ⽐、損失関数、MT システムの課題を改めて委員間で共有し、テーマ、分担を決
めて解説、論説を作成します。 

２）新しい手法 
新商品開発プロセス研究会活動として継続して取り組みます商品開発プロセス研究会での

WG 活動、JAXA での品質工学研究会の活動に委員として継続参加します。 
 

1.5. 品質工学手法研究     ・・・・・ 技術向上委員会 
昨年度決定しした従来の手法と新しい手法の 2 ⾯からの取組み項⽬について、1.4 の中で継続し

て進めていきます。 
 
 
(2) 品質工学の普及、およびその奨励、助成 
 

2.1. 資格制度の運用      ・・・・・ 品質工学エンジニア認定委員会 
2018 度に制定した「品質工学エンジニア 認定制度」を 2020 年度も継続して運⽤していきます。

さらに応募者を増やすべく、資格認定制度に対する会員の認知度を高める活動を進めます。 
 

2.2. 品質工学教育特別講座の開催     ・・・・・ 事業部会 
2019 年度実施した特別講座の振り返りを⾏い、学会誌へ実施報告を掲載いたします。また、実

施済みの計 8 回の特別講座全体に関する座談会を企画いたします。特別講座については、継続して
パラメータ設計コース、MT システムコースを開催いたします。東京以外の会場での開催も検討していき
ます。 

パラメータ設計解析支援ツールを活⽤した入門者向けの講座を 2020 年度中に開催いたします。 
WEB 講座の企画を⾏い、その準備に着手いたします。2020 年度は、2020 年 8 ⽉にパラメータ

設計コース、2021 年１⽉に MT システムコースを開催の予定です。 
 

2.3. 解析支援ツールの提供      ・・・・・ 事業部会 
(1) パラメータ設計解析支援ツール 
   パラメータ設計解析支援ツールの利⽤者へのフォローを引き続き⾏っていきます。 
   パラメータ設計解析支援ツールを活⽤した入門者向けの講座を新規に企画し、2020

年度上期に開催いたします。 
(2) MT システム解析支援ツール 

 ＭＴ法解析支援ツールについては以下の各項⽬の活動を予定しています。 
   学会ホームページに支援ツール提供告知を掲載いたします。また、会員全員メールにて

提供開始をお知らせいたします。 
   4 ⽉ 1 ⽇から支援ツールダウンロード提供を開始いたします。 

 
2.4. 広報活動の強化       ・・・・・ 広報部会 

(1) 広報宣伝活動について 
個人会員はもとより賛助会員の獲得を図るべく、各メディアやイベントを通じた広報活動を積
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極的に実施していきます。 
   引き続き、情報発信領域についての課題整理を⾏います。さらに、ステークホルダーとの

関係を深化させる⽅法について考えていきます。 
   カタログ展示の運営⽅法について現状を踏まえ再検討を⾏い、出展者が参加しやすく

効果のあるものとするための⽅策についてまとめます。次回の品質工学研究発表⼤会会
場にて実施することとして、⼤会参加者に出展者の活動を広く認知してもらう機会とします。 

   引き続き、広告代理店と連携を取りながら、学会誌広告掲載件数の拡⼤を図ります。 
   品質工学研究発表⼤会の前後に 2 回、⽇刊工業新聞紙⾯で開催告知と結果報告

を掲載について継続し、周知と参加者拡⼤を図ります。また、学会ホームページに⼤会の
情報を掲載します。 

   第 13 回品質工学技術戦略研究発表⼤会の宣伝告知を強⼒に進め、多くの参加者
を募ります。 

(2) 学会ホームページについて 
   ホームページを通して提供する会員サービスの拡充を図るべく、庶務部会、事業部会と

連携して内容構成の拡充を具体的に進めてまいります。 
   ホームページへの掲載フローを整理して、各部会からの掲載依頼に対して迅速に対応で

きるようさらなる効率化を検討します。 
 

2.5. 新研究会の発足        ・・・・・ 企業普及委員会 
新たな品質工学研究会の発⾜を⽬標に、品質工学会内のノウハウ、アイテム等を活⽤して普及メ

ニューを検討します。 
 

2.6. 工業技術センターを通じた普及の検討     ・・・・・ 企業普及委員会 
都⽴工業技術研究センターを核とした東京品質工学会研究会の発⾜のための準備を進める予定

です。取り組みをもとに、新たな連携先を探索します。 
 
 
(3) 品質工学の研究、普及および当法人への多⼤な貢献に対する表彰 
 

3.1. 公益財団法人 精密測定技術振興財団 品質工学賞 論⽂賞  ・・・・・ 審査表彰部会 
3.2. 品質工学会 ASI 賞      ・・・・・     〃 
3.3. ⼀般財団法人 ⽇本規格協会 理事⻑賞    ・・・・・     〃 
3.4. 学生賞        ・・・・・     〃 

 
論⽂賞、ASI 賞、⽇本規格協会理事⻑賞、学⽣賞について審査し、授賞者を選定します。 

 
3.5. 公益財団法人 精密測定技術振興財団 品質工学賞 発表賞  ・・・・・ 審査表彰部会 
3.6. 品質工学研究発表⼤会 会⻑賞および実⾏委員⻑賞   ・・・・・     〃 

2020 年の研究発表⼤会は開催中止となったため、発表賞、会⻑賞、⼤会実⾏委員会⻑賞の
授賞を⾒送ります。 

 
3.7. 田口賞        ・・・・・ 審査表彰部会 

引き続き、⽥口賞審査に諮る組織体候補の選定を継続的に実施し、第 3 回⽥口賞授賞の可能
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性を探索します。 
 

3.8. 賞の創設       ・・・・・ 審査表彰部会 
現在の品質工学会の表彰体系と各賞の位置づけを明確にしたうえで、新たな表彰追加の必要性

を検討していきます。 
 

3.9. 掲載論⽂のレビュー      ・・・・・ 審査表彰部会 
2020 年の学会誌掲載論⽂に対するレビューを実施し、結果を逐次、学会誌に掲載します。

2020 年の研究発表⼤会は開催中止となったため、発表⼤会レビューは⾒送ります。 
 
3.10. 貢献賞        ・・・・・ 総務部会 

貢献賞授賞: 貢献賞得点基準に則り、学会員の品質工学発展および学会活動への貢献/努⼒
の累計ポイントに基づいて、⾦賞、銀賞、銅賞、入賞を⼤会表彰式で授与します。また、ポイント基準
等について⾒直しを図ります。 

 
 
(4) 学会誌その他の刊⾏物の発⾏ 
 

4.1. 学会誌「品質工学」の発⾏      ・・・・・ 出版部会 
学会誌Vol.28, No.2(4⽉)、No.3(6⽉)、No.4(8⽉)、No.5(10⽉)、No.6(12⽉)、Vol.29,  

No.1(2 ⽉)を発⾏します。論説･解説を年間 15 報以上、原著で 6 報以上の掲載に努めます。 
1) 投稿に関する手引き、各種テンプレートを⽤意し、投稿しやすい環境を整備します。 
2) 会員の約半数が⽥口⽞一を知らない世代に入りつつあるため、品質工学の再発掘、歴史化等、

深める内容について回顧をするように努めます。 
3) ⾃由記述欄である「QE スクエア」の活⽤を積極的に⾏いたいと考えます。 
4) 論説、解説共に現在の体制を可能な限り維持したいと考えております。 
5) 原著論⽂の投稿については、様々な形で投稿を呼びかけたいと考え、継続して依頼を継続します。 
6) ⼤会発表の上位者には継続して投稿を呼びかけ、投稿総数を 2019 年度のレベルを維持したいと

考えております。 
 

4.2. 学会規格「品質工学用語」の作成    ・・・・・ 技術向上委員会 
2019 年度に引き続き、改訂作業を続け、2020 年 10 ⽉末を⽬標として改訂規格を作成します。 
今後の進め⽅ 

➀メンバーの意⾒収集 
②対象⽤語の追加 
③定期的な Skype 会議、メールなどでの意⾒交換の促進 

④ 今後の更新を考慮したデータベース化（掲載や⽤途に応じた選定） 
 
 
 
 
 
 

新 
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(5) 研究発表⼤会、研究集会、講演会、講習会、⾒学会等の開催 
 

5.1. 品質工学研究発表⼤会     ・・・・・ 発表⼤会実⾏委員会 
(1) 第 28 回品質工学研究発表⼤会（RQES2020S）を 2020 年 6 ⽉ 18 ⽇、19 ⽇に、タワーホ

ール船堀（江⼾川区）で開催する予定で、その準備を進めてきましたが、新型コロナウィルスの世界
的な感染拡⼤を受け、検討を重ねた結果、参加者の安全⾯を最優先し、中止を決定しました。 

(2) 第 29 回品質工学研究発表⼤会（RQES2021S）を 2021 年 6 ⽉ 24 ⽇、25 ⽇に、タワーホ
ール船堀（江⼾川区）で開催する予定で、その準備を進めます。発表申し込みの締め切りは
2020 年 12 ⽉末の予定です。多くの会員の発表申し込みを期待しています。 

(3) RQES2021S は、ICRQE と共同開催します。延期となった ICRQE2020 の準備は途中まで進めら
れたので、ICRQE2021 はそれを引き継ぎ再始動します。さらに多くの発表が集まることを期待します。 

(4) RQES2020S 中止の分は RQES2021S で発表していただけるように働きかけを⾏います。また、
RQES2020S で⾏った取り組みを継続することも検討していきます。 

 
5.2. 品質工学技術戦略発表⼤会    ・・・・・ 戦略⼤会実⾏委員会 

第 13 回品質工学技術戦略研究発表⼤会（RQES2020A）を 2020 年 11 ⽉ 27 ⽇に、星
陵會舘ホール（千代⽥区永⽥町）で開催します。IT との結合による品質工学の有効性を議論する
予定です。特に DFSS における品質工学の在り⽅、またマツダを中⼼とした広島地区の戦略について
も取りあげ、広くマネジメント層の参加を促していきます。 

 
5.3. 企業交流会       ・・・・・ 事業部会 

延期とした第 31 回企業交流会を（国研）宇宙航空研究開発推進機構筑波宇宙センターにて
2020 年 9 ⽉ 4 ⽇(⾦)に開催する予定です。また、第 32 回企業交流会を 2022 年 2 ⽉に開催
することでその会場、プログラム等を検討いたします。 

 
  5.4. 経営交流会  

新たに⽴ち上げた経営交流会準備委員会にて経営層向け事業の中⻑期の企画を検討し、経営層  
向け事業の活動を開始いたします。 
 

5.5. 学校交流会の開催       ・・・・・ 学校教育委員会 
2020 年度中に「品質工学会 学校交流会」を開催し、優秀な発表を表彰します。 

(1) 2020 年６⽉に学校教育委員会を遠隔会議にて開催します。 
(2) 2020 年８⽉に埼玉工業⼤学において学校交流会（準備会）を開催します。 
(3) 2021 年 3 ⽉に学校交流会を開催します。 

 
 
(6) 品質工学情報の収集、提供 
 

6.1. 論⽂電⼦公開(J-Stage)      ・・・・・ 総務部会 
引き続き、品質工学の普及宣伝また研究や応⽤のための先⾏事例参照の利便性を図るため、J-

STAGE を利⽤した電⼦公開を継続します。 
 

6.2. 田口データベースの構築     ・・・・・ Vision30 プロジェクト 
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「1.1. ⽥口の考え⽅の収集・整理」 参照 
 

6.3. 事例・論⽂データベースの構築      ・・・・・ 技術向上委員会 
「1.3. 品質工学の体系化」 参照 
 

6.4. 品質工学関連図書および⽂献の収集・・・田口⽞⼀博⼠の著書を主に   ・・・・・ 総務部会 
品質工学および関連の貴重な⽂献の散逸を防ぎ、会員の調査研究の⽤に供するため、⽂献資料

収集事業を実施します。まず、⽥口⽞一博⼠の著作を主に、寄贈を募り、学会事務所に「水道橋⽂
庫(仮称)」として収蔵と閲覧の便を図ります。 
  
※ 関連書籍・⽂献をご寄贈いただける⽅は、ご連絡ください。 

 
 
(7) 内外の関係団体との連絡および提携 
 

7.1. ⼀般財団法人 ⽇本規格協会    ・・・・・ 審査表彰部会 
引き続き、「⽇本規格協会理事⻑賞」のスポンサーシップいただける関係を維持し、品質工学エンジ

ニア認定制度と、品質工学版 QC 検定(仮)との連携について、両者での検討を進めます。 
 

7.2. ⼀般社団法人 ⽇本品質管理学会     ・・・・・ 事業部会 
★「商品開発プロセス研究会」: 商品開発プロセス研究会の活動を引き続き⾏っていきます。マイル
ストーンとして 2021 年 3 ⽉末までに、各 WG の研究成果を盛り込み新商品開発プロセスの全体を
つなげた推奨プロセスモデルをまとめ、第一次の研究報告書を作成いたします。その研究報告を 2021
年 6 ⽉開催の品質工学研究発表⼤会に発表いたします。また、その中間報告として 2020 年 11
⽉開催の⽇本品質管理学会に発表いたします。 
★「JAQ 品質連絡協議会」: ⽇本品質管理学会、⽇本規格協会、⽇本能率協会を始めとする品
質関連団体が集まり、昨今のデータ改ざん問題など、⽇本の品質問題についてオールジャパンで対応
する組織を発⾜させる準備が進められており、品質工学会として主旨に賛同し参画します。 

 
7.3. 国⽴研究開発法人 産業技術総合研究所    ・・・・・ 事業部会 

ミニマルファブ推進機構のファブシステム研究会を通して、産業技術総合研究所および半導体産業
への啓蒙を引き続き促進していきます。 

 
7.4. 農林⽔産省         ・・・・・ 技術向上委員会 

農水省プロジェクトについて、継続して働きかけを⾏っていきます。 
 

7.5. JAXA/宇宙航空研究開発機構     ・・・・・ 事業部会 
JAXA 品質工学研究会への参画: JAXA の JIANT システムと品質工学のパラメータ設計の連携

性の研究を継続する予定です。 
 

7.6. 消費者庁       ・・・・・ 総務部会 
昨年度に引き続き、消費者安全調査委員会の依頼に応え、幼児同乗⾃転⾞⾛⾏安定性の評

価について実験の指導役として参画。昨年度に実施した実験のデータ解析と評価について品質工学
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を主に統計手法⾯から報告書作成に協⼒します。 
 
 
(8) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 ・・・・・ 総務部会 
 

8.1. 会議体運営 (コロナ対応) 
2020 年度は、コロナウィルスによる緊急事態宣言下における対応のため、定例会議体および定

時社員総会を始めとした会議体のリモート化を図り、学会運営への支障を最小化すると共に、今後
年単位で継続することが予想されるコロナ対応社会の様式に対応した学会運営への転換を図りつつ、
運営を続けます。 

理事会は 3 か⽉に 1 回、部会⻑会議は毎⽉開催します。ネットを経由した遠隔会議と会議資料
配信についてはさらに改善を図り、参加しやすく、議論と資料を多くの皆さんに周知するように運営しま
す。 
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2019 年度 主要活動予定 

 

 
以上 

 
 ※ 各部会・委員会ごとの詳細につきましては、付録「2019 活動報告& 2020 活動計画(詳細)」を参照ください。 

2020年6⽉11⽇

部会⻑会議 理事会
4 学会誌

・Vol.28, No.2
・定例(4/9) ・事業報告案 & 決算報告案作成

・事業計画案 & 予算案作成

5 ・定例(5/14) ・事業報告案 & 決算報告案検討
・事業計画案 & 予算案検討

・研究発表⼤会(6/18,19)・・・中止 ・Vol.28, No.3 ・定例(6/11) ・定例(6/11)
・臨時(6/X)

・事業報告案 & 決算報告案承認
・事業計画案 & 予算案承認

7 ・総会(7/16) ・定例(7/9) ・事業報告 & 決算報告提案
・事業計画案 & 予算案報告

8 ・特別講座
  -パラメータ設計コース(X/X)

・Vol.28, No.4 ・定例(8/12)

9 ・企業交流会 (9/4)
　　於 JAXA 筑波宇宙センター

・定例(9/9) ・定例(9/9)

10 ・Vol.28, No.5 ・定例(10/14)

11 ・技術戦略発表⼤会(11/27)
　　於 星稜会館(東京)

・定例(11/11)

12 ・Vol.28, No.6 ・定例(12/9) ・定例(12/9) ・決算⾒込み報告

1 ・定例(1/13)

2 ・特別講座
  -MTシステムコース(X/X)

・Vol.29, No.1 ・定例(2/10)

3 ・定例(3/10) ・定例(3/10)

4 ・Vol.29, No.2 ・定例(4/14) ・事業報告案 & 決算報告案作成
・事業計画案 & 予算案作成

5 ・定例(5/12)

・Vol.29, No.3 ・定例(6/9) ・定例(6/9) ・事業報告案 & 決算報告案承認
・事業計画案 & 予算案承認

・研究発表⼤会(6/24,25)
・総会(6/25)

・臨時(6/25) ・事業報告 & 決算報告提案
・事業計画案 & 予算案報告

★2021年度以降

2022 　★田口⽞⼀先生没後10周年
2022 　★学会創⽴30周年

2
0
2
1
年
度

6

事業・予算

2
0
2
0
年
度

6

　　⼀般社団法人　品質工学会　　　2020年度　主要スケジュール(案)　　.

事業 学会運営

主要イベント 出版
会議体
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報告 
(2) 2020 年度収支予算案 

 
 

     予算策定方針と各科目の計上理由 
    予算案 

1. ⼀般会計 
2. 特別会計 

2.1. 田口賞特別会計 
2.2. 学生賞特別会計 
2.3. 地震予知 MT システム研究特別会計 
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方針と各科目の計上理由 
 

1) 予算作成方針 
 

2020 年度予算は、新型コロナィルス感染対応、外出およびイベント⾃粛要請を受け、研究発
表⼤会の開催中止を前提としつつも、それ以外については例年並みの活動を前提として、意図的
に事業収支を赤字の予算と策定しました。 

⾃粛は当⾯続くと思いますが、関係各位におかれまして、対策に考慮しつつも、過度に縮小する
ことなく、工夫しながら将来に向けた活動をお願いします。 

 
予算の考え⽅としては、この事業赤字を、昨年度に余剰に積み増しした繰り越し⾦と、学会活動

積⽴引当⾦を取り崩すことで、本年度単年で吸収することを基本としています。 
但し、秋以降の企業交流会、技術戦略⼤会が例年通りに開催できるか等、不透明な部分が

多々あります。しかしながら、最悪の場合でも、残余の学会活動積⽴引当⾦の半額を取り崩すこと
で、総合計としての当期収支をバランスさせることかできると⾒込んでおります。 

 
(1) 各収支科⽬については、各部会、委員会の⾒込み・要求をベースに過去の実績とを勘案し

て計上しております。 
(2) 個々の事業活動については、その収支が赤字にならないように、かつ全体の管理費を賄うだ

けの利益率を標準として設定し、収入予算の範囲で、過去実績をもとに計上しています。 
(3) ⽥口賞、学⽣賞、MT システム研究会の経費についてはそれぞれの特別会計から費⽤を補

填し、また貢献賞作成費⽤は貢献賞基⾦積⽴⾦を取り崩して財源としています。 
(4) 各部会・委員会ごとに⾃由に使える経費を、昨年度に引き続き計上しました。各々の活動

の活発化・積極化を狙ったもので、赤字予算ではありますが、あえて継続します。 
 
 
2) 各科目の計上理由 

予算書の算定根拠欄を参照ください。 
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2020/6/1
総務部会

Ⅰ　事業活動収支の部 (収⼊)

勘定科目 予算案 算定根拠等 2019
年間実績

2018
年間実績

総務部会 　入会⾦　収　入　 123,000 正会員60名(引継ぎ除く),学⽣会員×3名 151,000 169,000
【入会⾦　収　入】 123,000 151,000 169,000
　正会員会費　収入　 11,692,000 継続(1094名+海外21名)+新規入会50名-α 11,885,000 12,952,000
　学⽣会員会費収入　 30,000 8+2名 25,500 24,000
　賛助会員会費収入　 4,350,000 26団体 29口 4,425,000 4,950,000
【年度会費　収入】 16,072,000 16,335,500 17,926,000
　出版物収入　　 180,000 学会誌販売、版権料など　過去2年実績 並 250,761 125,191
　掲載広告料　 1,000,000 前年実績 並 1,134,000 789,000
　研究・参加費　　 0 コロナによる開催取り止め 4,896,000 5,615,500
　研究・懇親会費　 0 　　〃 426,000 498,000
　研究・予稿購読　 0 　　〃 301,200 346,600
　技術・参加費　 1,000,000 会員80名＋⾮会員10名 1,090,000 1,040,000
　技術・懇親会費　 210,000 30名 182,000 182,000
　企交・参加費　　 790,000 ⾒学あり70名＋なし10名 0 2,394,000
　企交・懇親会費　 200,000 50名 0 419,000
　経営・講演会参加費　 600,000 一般20名＋役員10名＋招待５名 0 135,000
　経営・講演会懇親会費　 0 参加費に含まれる 0
　特別講座参加費　 300,000 10人×3回(パラメータ設計、MT法、ツール) 130,000 225,000
　資格制度申請登録料 135,000 申請10+登録3×2 37,500

【事　業　収　入】 4,415,000 8,447,461 11,769,291
総務部会 　財団助成⾦収入　 170,000 前年実績 並 176,200 113,800

【受取補助⾦等収入】 170,000 176,200 113,800
　一般寄付⾦　 160,000 一般 1,160,000 1,210,343
　貢献賞寄付⾦　 20,000 前年実績 並 20,000 52,000
【寄付⾦収入】 180,000 1,180,000 1,262,343
　受取利息　収入　 300 前年実績 並 294 268
【受取利息　収入】 300 294 268
　事務所⽴ち退き料 2,400,000
　雑　収　入　 150,000 前年実績 並 15,600 175,300
【雑　　収　　入】 150,000 2,415,600 175,300
【事業活動収⼊計】 21,110,000 28,706,055 31,416,002

Ⅰ　事業活動収支の部 (支出)

勘定科目 予算案 算定根拠等 2019
年間実績

2018
年間実績

　学会誌作成費　　 6,000,000 6号×100万円 5,136,101 4,817,668
　学会誌外注委託　 300,000 2014〜2019年並 353,261 173,143
　学会誌発送費　　 1,000,000 前年実績 並 964,119 995,184
　出版部会費　 100,000 ※部会付き雑費 1,280 0
　研究・会場費　　 0 コロナによる開催取り止め 894,019 884,749
　研究・論⽂印刷　 0 　　〃 1,018,423 1,186,230
　研究・⼤会経費　 0 　　〃 811,405 994,102
　研究・懇親会費　 0 　　〃 632,678 661,493
　研究・委員会費　 100,000 ※委員会付き雑費 4,888 12,178
　研究・ICRQE2020準備費 100,000 準備委員会費 211,440
　技術・会場費　 280,000 前年実績 並 280,390 274,212
　技術・資料印刷　 360,000 前年実績 並 341,282 275,814
　技術・⼤会経費　 160,000 前年実績 並 160,155 160,525
　技術・懇親会費　 230,000 前年実績 並 232,720 224,040
　技術・委員会費　 100,000 ※委員会付き雑費 54,860 18,320
　企交・経費　　　 237,200 資料、弁当、バス、旅費など 0 407,827
　企交・懇親会費　 200,000 50名 0 334,500
　経営講演会・会場費　 180,000 0 0
　経営講演会・懇親会費　 248,000 参加35名 0 0
　経営講演会・経費　 125,000 講演料・交通費・資料・座談会など 0 50,674
　教育・教材制作保守費 80,000 ツールダウンロードSys保守、Web教育ツール制作 41,140 0
　教育・講師費　 122,000 講師謝礼、交通費　前年実績 並 99,729 79,180
　新規・商品開発プロジェクト費　 80,000 弁当代10人×6回 (残り6回は品質管理学会負担)+資料作成費 90,613 55,418
　事業部会費 100,000 ※部会付き雑費 0

0
　⽥口賞審査経費 400,000 前年予算 並　※ ⽥口賞特別会計より 0
　学⽣賞審査経費 30,000 前年予算 並　※ 学⽣賞特別会計より 29,700 8,748
　資格認定経費　 110,000 審査10+登録3×2 25,390 0

Vision30 　Vision30プロジェクト支出　 50,000 前年予算 並 0
企業普及委 　企業普及委員会費 100,000 ※委員会付き雑費

研究会連携委 　研究会連携委員会費 100,000 ※委員会付き雑費 30,186
学校教育委 　学校教育委員会費 100,000 ※委員会付き雑費

　地震予知委員会支出　 30,000 前年実績 並　　※ MTシステム特別会計より 60,400
　農水省プロジェクト支出　 50,000 ⾒積額 15,800
　技術向上委員会費 100,000 ※部会付き雑費(交通費含む) 47,336 10,260
【事業費　支　出】 11,172,200 11,430,929 11,730,651

事業部会

審査表彰部会

技術向上委

審査表彰部会

総務部会

総務部会

出版部会

発表⼤会
実⾏委

戦略⼤会
実⾏委

  品質工学会　2020年度　予算案

総務部会

出版部会

発表⼤会
実⾏委

戦略⼤会
実⾏委

事業部会
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2020 年度予算案 4 

 

 

勘定科目 予算案 算定根拠等 2019
年間実績

2018
年間実績

　宣伝活動費　 370,000 前年実績 並 ・・・　⽇刊工業新聞⼤会特集、カタログ展示経費など 391,480 401,448
　公式ＷＥＢ経費　 95,000 前年実績 並 97,356 95,688
　広報部会費　 100,000 ※部会付き雑費
　審査会費 120,000 前年実績 並 120,555 120,599
　審査表彰部会費　 100,000 ※部会付き雑費
　貢献賞記念品費　 173,630 ⾦×7、銀×7、銅×13、ケース×27＋額 129,503 210,881
　会⻑・実⾏委員⻑賞記念品費　　 0 記念品作成費　⼤会中止のため 42,498
　労務費　 5,200,000 派遣1名 5,557,788 6,584,798
　事務費　 1,000,000 前年実績 並 1,032,055 719,571
　印刷・通信費 1,200,000 前年実績 並 1,293,111 1,208,929
　総務部会費 1,500,000 前年実績 並 1,283,293 1,329,147
　会計・税理　 1,080,000 ⽉締め＋決算＋税務 1,091,500 1,085,400
　事務所賃借料 3,000,000 12カ⽉ 3,018,400 3,110,400
  転居費 1,193,024
　会員ＤＢメンテ　 170,000 前年実績 並
　ＷＥＢメンテ費　 700,000 前年実績 並 924,080 1,007,424
　IT設備費 300,000 ネット会議⽤システム 32,282
　J-Stege経費　 25,000 アップデート作業委託費 50論⽂(2018,2019年分)

【管理費　支　出】 15,133,630 16,206,925 15,874,285
【事業活動支出計】 26,305,830 27,637,854 27,604,936

（事業活動収支差額） -5,195,830 1,068,201 3,811,066

Ⅱ　投資活動収支の部

勘定科目 予算案 算定根拠等 2019
年間実績

2018
年間実績

　貢献賞積⽴引当取崩収入　 173,630 受賞記念費⻑の貢献賞メダル作成費に充当 129,503 210,881
　学会活動積⽴⾦取崩収入 1,000,000 研究発表⼤会開催中止等、コロナ対応によるイベント不開催の収入補填
　周年記念積⽴引当取崩収入　 540 540
　退職給与引当預⾦取崩収入 800,880
　⽥口賞引当預⾦取崩収入　 400,000 ⽥口賞審査経費に充当
　学⽣賞引当預⾦取崩収入　 30,000 学⽣賞審査経費に充当
　地震予知引当預⾦取崩収入　 30,000 地震予知委員会支出に充当 60,400
【特定資産取崩収入】 1,633,630 930,923 271,821
　差入敷⾦取崩収入　 1,440,000
【敷⾦・保証⾦戻り収入】 0 1,440,000
【投資活動収入計】 1,633,630 2,370,923 271,821
　貢献賞積⽴⾦積⽴支出　 20,012 52,012
　学会活動積⽴⾦積⽴支出 1,000,000
　周年記念積⽴⾦積⽴支出　 99 1,500,074
　退職給与引当⾦支出 500,000
　⽥口賞積⽴⾦積⽴支出　
　学⽣賞積⽴⾦積⽴支出　
　地震予知積⽴⾦積⽴支出　
【特定資産取得支出】 0 20,111 3,052,086
　棚卸廃棄支出　 277,286
【固定資産取得支出】 0 277,286 0
　敷　⾦　支　出　 1,500,000
【敷⾦・保証⾦支出】 0 1,500,000 0
【投資活動支出計】 0 1,797,397 3,052,086
（投資活動収支差額） 1,633,630 573,526 -2,780,265

Ⅲ　財務活動収支の部

勘定科目 予算案 算定根拠等 2019
年間実績

2018
年間実績

　租税公課　 5,000 印紙税等 40 1,086
　法人税等　 70,000 法人住⺠税 7万円、法人所得税 0円 70,000 70,000
【その他財務活動支出】 75,000 70,040 71,086
【財務活動支出計】 75,000 70,040 71,086
（財務活動収支差額） -75,000 -70,040 -71,086

Ⅳ　予備費支出

勘定科目 予算案 算定根拠等 2019
年間実績

2018
年間実績

【予　　備　　費】 300,000 0 0

（当期　収支差額） -3,637,200 1,571,687 959,715
　前期繰越収支差額　 5,715,212 4,143,525 3,183,810
（次期繰越収支差額） 2,078,012 5,715,212 4,143,525

広報部会

審査表彰部会

総務部会



一般社団法人 品質工学会 2020 年度総会資料 
 

 
紹介 1 

 

紹介 
(1) 2020 年度支援会員 
(2) 2019 年度品質工学会貢献賞受賞者 

 
 
 

紹介(1)  2020 年度支援会員の紹介 
 

 定款運⽤細則第 5 条に基づき、下記 4 名の会員の皆様に「支援会員」の称号を与え、学会への貢献
を称えます。 

 
支援会員  鴨下 隆志、小池 昌義、佐々⽊ 市郎、曽我 光英、⼟屋 元彦 

 (敬称略、五⼗⾳順) 
 

 
 

紹介(2) 2019 年度品質工学会貢献賞受賞者の紹介 
 

品質工学会では、品質工学の発展と学会の活動や⾏事に貢献していただいた会員に、その努⼒を称
えて貢献賞を授与します。 

2019 年度、新たに受賞されたみなさんは以下であります。(得点順、敬称略) 
 

⾦賞:  山⼾⽥武史、沢⽥⿓作、上杉一夫、⽣駒亮久、早川幸弘、⽊下秀明、糸久正人 (7 名) 
銀賞:  細井光夫、近藤芳昭、楢原弘之、平井智紀、⽥中誠、三森智之、中条孝則 (7 名) 
銅賞:  岩永禎之、渡部義晴、武重伸秀、秋元美由紀、倉地雅彦、三浦進、浜⽥真、武⽥布千雄、

玉村都夫、牧野和昭、⽥中孝治、五島伸洋、武澤泰則 (13 名) 
⼊賞:  岸知男、出島和宏、⻄野眞司、山口直樹、平誠⼠、⼆瓶義彦、⽥辺総一郎、小笠原靖、

松本⽂一、⽥中靖人、岩泉一雅、⽊村英俊、前⽥誠、⻘⽊規泰 (14 名) 
※ 貢献賞得点 100 点以上の皆様につきましては、学会ホームページ上で紹介していますので参照ください。 

 
 

(参考）定款運用細則 第 5 条 
1.  1 年間に 1 口 1 万円、1 口以上の寄付を⾏った個人に、1 事業年度を限度

に、支援会員の称号を授与する。 
2.  支援会員の称号は、会員又は会員以外の者の善意に敬意を表するものであ

り、前条に定める会員の特典等は、支援会員はこれを有しない。 
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紹介 2 

 

 

 【貢献賞特別基⾦】へのご協⼒のお願い 
貢献賞は皆様からの寄付⾦による特別基⾦によって運⽤しております。 
この特別基⾦は、個人 1 口 2、000 円、法人 1 口 10、000 円として寄付を募っており、何口でも受

付いたします。また、個人会員に対する特典として、寄付 1 口を 2 点として貢献点に加算させていただき
ますので、主旨をご理解の上ご協⼒を賜りますようお願い申し上げます。 

 

貢献賞 
この賞は、学会活動および学会外の品質工学に関する活動に対して貢献点を与えて、累積得点

が 100 点に達したときに貢献賞入賞(賞状)、200 点に達したときに銅賞(銅メダル)、300 点に達し
たときに銀賞(銀メダル)、400 点に達したときに⾦賞(⾦メダル)が授与されるものです。会員の皆様
は、おおいに頑張って得点の高い賞を狙ってください。 品質工学会貢献賞得点基準に基づく貢献得
点は、下表の通りです。 
 

  貢献賞得点 配分表 (抜粋)  
点数 項  ⽬ 点数 項  ⽬ 

1 

学会誌校正 

5 

⼤会発表 
会員歴 ⼤会役割 
貢献賞基⾦(１ポイント/1000 円) 会計監査 
学会誌後書き 学会誌編集委員 
アンケート協⼒ ⼤会遠隔地委員 

2 

公認研究会会員 ⼤会当⽇実⾏委員 

学会誌投稿(広場・会員紹介・会員の声) 

8 

学会誌論⽂賞銀賞 
学会誌査読、校正 ⼤会発表賞銀賞 

会員推薦 副会⻑ 

論⽂アブストラクト英訳 

10 

学会誌論⽂賞⾦賞 
アンケート協⼒（詳細意⾒添付） ASI 賞 

3 

発表⼤会参加 ⼤会発表賞⾦賞 
代議員 ⽇本規格協会理事⻑賞 
認定研究会委員 本部役員 
学会誌投稿(視点･機能性評価･グループ紹介) 学会誌論⽂ 
⼤会実務 ⼤会講演 
⼤会司会 ⼤会論⽂発表 

4 
各部会実務 ⼤会実⾏委員⻑ 
社内外で事例発表 ⼤会実⾏委幹事 

5 
論⽂賞・⼤会賞・ASI 賞審査担当 会⻑ 

各部会委員   
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付録 
 

 
2019 活動報告 & 2020 活動計画 

 
 

部会・委員会別 (詳細) 



2019 2020
活動実績 事業計画 (案)

ビジョン30
の実現

2019 年度は、V30の活動として18年度より引き続き、制定した「理想を⽬指して 新
たな品質工学の道」を活動の拠り所とし、 Vision30 を実現するために策定した中⻑
期計画を実⾏するプロジェクト活動を⾏うことにしました。具体的には，
1.⾃⼰実現と社会認知、
2.新しい品質工学の考え、手法の開発、
3.イノベーションへの貢献
　のそれぞれに設定したプロジェクトを加速する計画です。特に、1.に関しては、完成した
ツールの配布とこれを使った教育機会の充実、制定した資格制度の運⽤、⽥口⽞一の
考え⽅の具体的なまとめと⽂書化をします。２，３に関係し、経産省、JAXA、品質管
理学会などの共同研究の活発化します。また、 活動を開始できなかった活動も企画
し、会員の学習の機会と研究の機会を充実させる活動を計画しました。
 計画した活動は，各部会内に展開して活動し，部会に展開できなかったプロジェクト
は，V30の委員会活動として対応しました。部会に展開した活動の詳細は部会ごとに
報告いたします。ここでは，概要を示します。

引き続き，2020年度は，制定した「理想を⽬指して　新たな品質工学の道」を活動
の拠り所とし，"Vision30 "を実現するために策定した中⻑期計画を実⾏するプロジェ
クト活動を⾏っていきます。

１）⾃⼰実現と社会的に認知活動の概要
１つめは昨年度より開発してきましたパラメータ設計の解析ソフトを改善し，より使いや
すい形で配布することができました。教育プログラムとしては⽥口の原著を中⼼としたパラ
メータ設計とMTSに関する教育活動を継続するとともに， 新たにパラメータ解析ソフトを
もちいた，教育プログラムの作成の活動を開始しました。さらに，次に基本と考えられる
MT法の解析ソフトの開発をはじめました。また，JAXAで開発したJIANTとの連携につ
いての活動はソフトの開発の時間的整合ができず，来年度の活動へ引き継ぐことにしま
した。

２つ⽬の活動は，他学会とのジョイント研究や連携，交流活動ですが，一般社団法
人管理学会と共同の研究プロジェクトを⽴ち上げることができました。特に商品開発プロ
セスに対して品質⾯から貢献する考え⽅と手法の開発研究を開始しました。

ビジョン30のねらいである
　　1.⾃⼰実現と社会認知
　　2.新しい品質工学の考え，手法の開発
　　3.イノベーションへの貢献
　のそれぞれに設定したプロジェクトのそれそれ加速していきます。19年度に研究した結
果については積極的に学会誌の報告するとともに，完成した解析ツールの配布とこれを
使った教育機会の充実，制定した認定制度の運⽤，⽥口博⼠の考え⽅の構想かと
テキスト化と出版，経産省，JAXA，品質管理学会などの公的機関との共同研究の
活発化です。また，品質工学を組織的に展開する企業のマネジメントの参加など，より
多く会員の学習の機会と研究の機会を充実していきます。

３つめの活動として，昨年より検討してきました，品質工学エンジニア認定に関する制
度設計を⾏い，規定化することができました。その第一回⽬の認定活動を⾏い，本年
度３名の⽅が認定されました。

４つめの活動として，昨年度より継続しちる品質工学に関する知識の構造化ですが，
⽥口博⼠の研究過程から８つの関⼼事をとれえ，論考をしました。1つの成果としてイノ
ベーションと品質工学との関係について投稿を始めました。また，並⾏して⽥口⽞一の
研究を1つの技術開発の進化過程ととれえ，1960年代からの開発を振り返りました。
その結果をもとに，品質工学の構造フレームの検討をおこない，その構造を知識化する
ためのテキスト企画を⾏いました。⽥口の提案は，７から８つの⼤きな要素であり，多
次元技術システムとして構造化する⽅向性を得られました。

2）新しい品質工学の考え，手法の開発
 このテーマについては，損失関数の利⽤の研究を開始する予定でした。この活動は品
質管理学会の共同研究の1つとして活動をすることにしました。JAXAとの間でJIANT-
PANDAプロジェクトを昨年度より活動し，本年度は，シミュレーションのための品質工
学の研究を⾏いました。モデルベースの開発における品質工学，シミュレータの機能性
評価，JIANTとシミュレーションとの連携などの研究ができ，品質工学会と専門学会の
⼤会に発表することができました。来年度に引き継いで活動を⾏う予定です。

３）イノベーションへの貢献
 ⽥口の考え⽅の構造化委員会活動の中で，関⼼事の1つにイノベーションにおける品
質工学を設定し，論考し会誌に報告しました。国家レベルのイノベーションへの貢献活
動については，昨年につづき産業総合研究所で活動しているミニマルファブ・プロジェクト
を継続する計画でした。しかしながら，本年度の活動は，プロジェクトの⽅の条件が整
わず，支援活動ができませんでした。新たに 宇宙航空開発機構（JAXA） との間で
JAXAのロバスト設計の標準書を作るプロジェクトを⽴ち上げ活動しました。別にJAXAと
の間で品質工学の研究活動をしていました研究成果を反映することができました。
 農林水産省がイノベーション創出強化研究推進事業内で共同研究研究を開始する
活動を⾏うための基礎的な調査を始めましたが，共同プロジェクトの⽴ち上げにはなりま
せんでした。さらに，本年度は，消費者庁との間で研究プロジェクトに参加をすることが
できました。電動⾃転⾞の安全性評価に機能性評価を適⽤するという研究委活動で
す。品質工学の視点から機能性評価を⾏うための企画，実験の設計を⾏いました。現
在解析を⾏い評価基準の作成するところまで支援することができました。
地⽅産業のイノベーションとしては，各地区の品質工学研究会との連携の強化の可能
性を探索する活動を⾏いました。都道府県に設置された工業技術センターなど公的な
機関との共同プロジェクトができないかどうかを検討しその可能性を得ました。引き続き来
年度に引き継いで活動をしていきます。

2019年度事業報告および2020年度事業計画
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活動実績 事業計画 (案)

2019年度事業報告および2020年度事業計画

４）学会の体制の充実
 昨年度より実施しています，学会運営⽅法にインターネット会議システムを導入しまし
たが，その運⽤を本格的にしました。部会⻑会や事務局を利⽤した会議などこのシステ
ムを利⽤することが定常化しつつあり，空間を超えた活動ができるようになりました。
以上のように，各テーマ毎の活動ができました。来年に向けてはこの活動継続するととも
にそこから得られた知識を共有化するとともにより充実した活動を展開していきます。

Vision30プロジェクト委員会
2020

活動実績 事業計画 (案)
Vision30プロジェ
クト委員会

部会に展開できないテーマについては，横断的なプロジェクトを⽴ち上げ活動しました。
１）⽥口の考え⽅の構造化。
品質工学会のスタンダードとテキストを作るための活動を⾏いました。その一つは品質工
学を確⽴しようとした⽥口の関⼼事です。９の項⽬を設定し，委員会で検討しました。
その中のイノベーションとの関係の議論をまとめ投稿中です。それ以外は担当をきめ論考
と議論を⾏いました。
⼆つ⽬は，⽥口の研究業績を出版した著書をもとに整理をしました。品質工学を進化
させてきた進化論としてとらえ，その中⾝を検討しました。現在，⽥口の考えの構造化
を⽬指して，１２の領域でで構造化をする⽅向性を得ました。これをもとに，テキスト
化をするための仕様書のドラフトを作成しました。

19年の成果をもとに，⽥口が提案する品質工学を１２の領域で，テキスト化を⾏うプ
ロジェクトを設定し作成する活動を開始します。

２）品質工学エンジニア認定
　会員の社会的な認知をするために，昨年度に品質工学エンジニア認定制度を作成
しました。本年度は，初年度として規定に則り６⽉号の会誌で9⽉３０⽇締め切りに
応募をしました。３名の⽅の応募があり，認定委員会で審査し，理事会で３名を品
質工学のエンジニアが認定されました。その結果は，４⽉号に会告しました。初年度の
活動により規定どおりの業務ができることがわかりましたので，V30のプロジェクトとして
は，本年度で終了し，定常業務として事業部会で来年度より実施することにしました。

３）JAXAのJIANTシステムと品質工学のパラメータ設計の連携性の研究を継続する
予定です。

３）JAXAの標準化活動
V30の一貫としてJAXAとの間でJAXAロバスト設計の標準書作成プロジェクトを⽴ち上
げ，標準書作成活動を⾏いました。宇宙航空領域にはシミュレーションを重要しておりま
すので，モデルベースの開発を意識した標準書を作成することができました。また，これと
並⾏してモデルベースの開発を視野にいれたシミュレーショを利⽤したパラメータ設計の研
究活動を⾏いました。研究成果は，JAXA標準に反映するとともに，品質工学会の研
究発表⼤会，建築学会などの専門学会に発表することができました。しかし，会誌に
投稿するまでには⾄らいませんでした。また初期の⽬的であったJAXA開発のJIANTシス
テムとの連携については，パラメータ設計の解析ツールとの連携を研究する予定でした
が，開発次期と標準化のための業務が並⾏したために連携の研究はあまり進展できま
せんでした。

運営統括部　「事業部会」
2019 2020

活動実績 事業計画 (案)
(1) 事業部会

　全般

従来からの事業は引き続き活動いたしました。その他、新たに経営者向け事業を具体
的に⽴ち上げるために、古くから賛助会員になっている企業３社の役員のヒアリングを⾏
い、経営側のニーズを調査いたしました。またその3社も含めて⽇本の産業界を代表する
企業4社と経営委員会委員とで構成する経営交流会準備委員会を設置いたしまし
た。本委員会にて経営層向けの事業を企画する活動を2020年度から開始いたしま
す。

・従来から実施してきた企業交流会，教育・普及委員会，新規事業委員会の活動を
さらに活発に⾏うことに加えて、本年度は特に経営委員会の活動を強化いたします。経
営者向け事業を経営交流会準備委員会にて企画し、講演会/交流会等の事業を開
催いたします。
・⽇本規格協会、⽇本品質管理学会、⽇本科学技術連盟、企業研究会、宇宙航空
研究開発推進機構、産業技術総合研究所、公的機関の経済産業省、農林水産省
との連携を強化していきます。それらの活動を強化することにより、品質工学の社会への
発信をさらに広げていく予定です。
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2019年度事業報告および2020年度事業計画

1) 企業交流会企
画委員会

・第31回企業交流会を2020年3⽉6⽇（⾦）に(国研）宇宙航空研究開発機構
（JAXA)筑波宇宙センターにて開催することでプログラム、発表者などすべての準備を
整えて募集を⾏いました。2⽉20⽇時点で83名の申込みがありましたが、新型コロナウ
イルスが拡散して参加者の感染リスクが高いという判断により、開催を同年9⽉4⽇
（⾦）に延期することを2⽉21⽇(⾦）に決定いたしました。
　
・予定されたプログラムを下記に紹介いたします。
　総合テーマは「高信頼性システムのシステムエンジニアリングのための評価」としました。こ
れからの時代のシステムは高機能/高信頼性がより要求されてくる高信頼性時代になり
ますが、それに応えるシステムエンジニアングの在り⽅を品質工学の活⽤も含めて議論す
る予定です。プログラムは以下の構成としました。講演「ロケットエンジンの信頼性向
上」，JAXA沖⽥耕一氏、檀上発表(1)スカイアクティブ成功への道，マツダ(株)武重
伸秀氏、(2) 単位空間を動的に⽣成する事による機械設備・プラント異常診断の精
度向上，(株)IHI茂⽊悠佑氏、(3) JAXAのロバスト設計ハンドブックの概要と今後の
適⽤について，JAXA角有司氏、(4) QFDとロバスト設計を組み合わせたロケットターボ
ポンプ⽤タービンの最適化，JAXA川崎聡氏、パネルディスカッション︓「高信頼性システ
ムのシステムエンジニアリングのための評価」　司会︔JAXA角有司氏，パネリスト︔講
演者、壇上発表者。

延期とした第31回企業企業交流会を(国研）宇宙航空研究開発推進機構筑波宇
宙センターにて2020年9⽉4⽇（⾦）に開催する予定です。また、第32回企業交流
会を2022年2⽉に開催することでその会場、プログラム等を検討いたします。

2) 教育・普及委
員会
　①教育WG ・特別講座は知識を一⽅向に伝達する一般のセミナーとは異なり、双⽅向コミュニケー

ションを狙っています。4つのセッションと事前宿題解説でそれぞれ議論の時間が設けてい
ます。2019年度もこれまで同様に、少人数によることと講師の解説の工夫により，話題
が尽きず盛況でした。事後のアンケートでも「⽇頃の疑問が解消した。本質的な議論で
きた。」という意⾒を多数頂きました。受講者の意⾒を参考にして，双⽅向コミュニケー
ション教育の追究を⾏っています。
・「品質工学特別講座－⽥口論説と事例に学ぶパラメータ設計コース－」（通算第7
回）を2019年8⽉23⽇（⾦）に学会事務所で開催しました。今後の事業も踏まえ
て講師経験者を増やすために講師の一部を入れ替えました。テキストは講師交代による
事例の変更に合わせてマイナーチェンジしました。
・「品質工学特別講座－⽥口論説と事例に学ぶMTシステムコース－」（通算第8
回）を2020年1⽉31⽇（⾦）に学会事務所で開催しました。MTコースにおいても講
師の一部を入れ替えました。テキストは講師交代による事例の変更に合わせてマイナー
チェンジしました。
・2019年2⽉1⽇（⾦）に実施したMTコースの実施報告は学会誌2019年6⽉号に
掲載しました。また今年度実施したパラメータ設計コースおよびMTコースも学会誌に実
施報告を掲載する予定です。

・2019年度実施した特別講座の振り返りを⾏い、学会誌へ実施報告を掲載いたしま
す。また、実施済みの計8回の特別講座全体に関する座談会を企画いたします。
・特別講座については、継続してパラメータ設計コース、MTコースを開催いたします。東
京以外の会場での開催も検討していきます。
・パラメータ設計解析支援ツールを活⽤した入門者向けの講座を2020年度中に開催
いたします。
・WEB講座の企画を⾏い、その準備に着手いたします。

②
普及WG

・パラメータ設計解析支援ツールを完成させ、2019年5⽉7⽇より会員への提供を開始
いたしました。そのツール構成の特徴として以下のことを準備いたしました。
①支援ツールを学会のホームページからダウンロードするサーバーサイド管理ソフトウエア
のを組み込み。
②会員への提供のためのライセンス管理の仕組みを組み込み。
③支援ツールの活⽤とパラメータ設計の理解を助けるために、0点⽐例式と標準SN⽐
に関する例題サンプルの支援ツールへの組み込み。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
れらをまとめて支援ツールのデバック/修正を⾏い、会員への解析支援ツールシステムを完
成させました。　また、利⽤者への問い合わせへの対応を速やかに⾏いました。2020年3
⽉末の活⽤状況は、ダウンロード件数294名、PC登録152名、使⽤PC変更対応12
件です。
・MTシステムの中のMT法解析支援ツールを完成させ、2020年4⽉1⽇（水）より会
員への提供を開始いたします。そのツール構成の特徴として以下のことを準備いたしまし
た。
①支援ツールを学会のホームページからダウンロードするサーバーサイド管理ソフトウエア
をパラメータ設計と合わせた⽅式で組み込み。
②会員への提供のためのライセンス管理の仕組みを組み込み。
③支援ツールの活⽤とパラメータ設計の理解を助けるために、MT法に関する例題サンプ
ルの支援ツールへの組み込み。
これらをまとめて支援ツールのデバック/修正を⾏い、会員への解析支援ツールシステムを
完成させました。

・ＭＴ法解析支援ツール以下の各項⽬の活動を予定しています。
　　学会ホームページに支援ツール提供告知を掲載いたします。また、会員全員メールに
て提供開始をお知らせいたします。
　　4⽉1⽇から支援ツールダウンロード提供を開始いたします。
・パラメータ設計解析支援ツールおよびMT法解析支援ツールの利⽤者へのフォローを引
き続き⾏っていきます。
・パラメータ設計解析支援ツールを活⽤した入門者向けの講座を新規に企画し、2020
年度上期に開催いたします。

3) 経営委員会 ・国⽴研究開発法人産業技術総合研究所との技術交流を促進するために，その国
家プロジェクトから発展した一般社団法人ミニマルファブ推進機構のファブシステム研究
会を通して，産業技術総合研究所および半導体産業への啓蒙を促進しています。今
年度は⼤きな進展はありませんでしたが、ファブシステム研究会の公的機関会員として情
報交換を継続しています。
・新たに経営交流会を⽴ち上げるために、古くから賛助会員になっている企業３社（古
河電気工業(株)、コニカミノルタ(株)、(株)小松製作所）の役員のヒアリングを⾏い、
経営側のニーズを調査いたしました。またその3社にマツダ(株)を加えて⽇本の産業界を
代表する企業4社と経営委員会委員とで構成する経営交流会の準備委員会を設置
いたしました。経営者が品質工学の本質的な考え⽅を理解し実践への強⼒なリーダー
シップを取っていただくことが企業での普及につながるということを狙い、経営交流会を通し
て経営層向けの事業を企画する活動を2020年度から開始いたします。

・ミニマルファブ推進機構のファブシステム研究会を通して，産業技術総合研究所および
半導体産業への啓蒙を引き続き促進していきます。
・新たに⽴ち上げた経営交流会準備委員会にて経営層向け事業の中⻑期の企画を
検討し、経営層向け事業の活動を開始いたします。
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4) 新規事業委員
会

・一般社団法人⽇本品質管理学会と共同の研究会「商品開発プロセス研究会」は両
学会の理事会の承認を経て2018年11⽉に正式に発⾜いたしました。開始時のメン
バーは22名ですが、現在は31名になっています。主査として⽇本品質管理学会からは
統計数理研究所・所⻑の椿広計氏、品質工学会からは(有)近岡技術経営研究所の
近岡淳氏、幹事は電気通信⼤学准教授山本渉氏、(株)リコー細川哲夫氏が担って
います。本年度はそして研究のさらなる促進のために以下の三つのＷＧを設置し、研究
の主体は各WGに移し、全体委員会では各WGからのアウトプットの整理と外部有識者
との交流を進めています。現在ＷＧ毎の研究会を毎⽉開催しており、全体会合は3か
⽉毎の開催としています。マイルストーンとして⽇本品質管理学会の研究発表会（11
⽉）、品質工学会の研究発表⼤会（6⽉）に中間の研究報告を⾏っていきます。本
年度は2019年11⽉23⽇（⼟）に⽇本品質管理学会研究発表会にて企画セッショ
ン（90分、参加者約60名）として発表を⾏いました。
＊ＷＧ１︓顧客価値創造の上流工程プロセスの開発（幹事︓和光⼤学教授丸山
一彦氏）
＊ＷＧ２︓創造性と効率性を両⽴した技術開発プロセスの構築（幹事︓(株)リコー
細川哲夫氏）
＊ＷＧ３︓損失関数の新事業プロセス評価への適⽤研究（幹事︓慶應義塾⼤学
教授山⽥秀氏）

商品開発プロセス研究会の活動を引き続き⾏っていきます。マイルストーンとして2021
年3⽉末までに、各WGの研究成果を盛り込み新商品開発プロセスの全体をつなげた
推奨プロセスモデルをまとめ、第一次の研究報告書を作成いたします。その研究報告を
2021年6⽉開催の品質工学研究発表⼤会に発表いたします。また、その中間報告と
して2020年11⽉開催の⽇本品質管理学会に発表いたします。

運営統括部　「出版部会/編集委員会」
2019 2020

活動実績 事業計画 (案)
1) 編集委員会活
動

・昨年度同様、年6回の発刊をしました。 ・論説･解説を年間15報以上、原著で6報以上の掲載に努めます。

・投稿規程を改訂し、記事種別の指針を示しました。
・会員が⾃由に記述できる欄として「QEスクエア」を開設しました。

・投稿に関する手引き、各種テンプレートを⽤意し、投稿しやすい環境を整備します。

・マクロ視点を考慮し、誌⾯に反映をしたと考えております。

・ベテラン会員に対するインタビューを企画し、過去の品質工学における特筆事項等を、
歴史化の観点も踏まえて掲載を開始しました。
・各コーナーがなるべく途切れることがないよう、努めています。
・特に｢QEスクエア｣を設置し、バリエーションを増やしました。

・会員の約半数が⽥口⽞一を知らない世代に入りつつあるため、品質工学の再発掘、
歴史化等、深める内容について回顧をするように努めます。
・⾃由記述欄である「QEスクエア」の活⽤を積極的に⾏いたいと考えます。

・論説原稿、および解説原稿は合わせて各巻平均3報の掲載に努めました。 ・論説、解説共に現在の体制を可能な限り維持したいと考えております。

･原著論⽂の投稿についてダイレクトに依頼をした結果、数報が即座に投稿されましたこ
とから、継続して投稿依頼を継続します。

･原著論⽂の投稿については、様々な形で投稿を呼びかけたいと考え、継続して依頼を
継続します。

・投稿規程を改訂し、⼤会予稿原稿の投稿の受付ができるようになりました。
・春の⼤会の上位者に積極的に働きかけ、投稿を勧めた結果、昨年度⽐で倍以上の
投稿数がありました。

・⼤会発表の上位者には継続して投稿を呼びかけ、投稿総数を2019年度のレベルを
維持したいと考えております。

運営統括部　「審査表彰部会」
2019 2020

活動実績 事業計画 (案)
2) 審査規程の⾒
直しについて

・論⽂査読規定の⾒直しは、残念ながら19年度中に間に合いませんでした。出版部会
が主導する形として、あらためて20年度の検討課題として取り組みます。
・資格認定制度を計画通りに運⽤開始しました。認定審査会を開催し、19年度は3
名の会員に対して資格を認定しました。

・20年度も継続して資格認定制度を運⽤していきます。さらに応募者を増やすべく、資
格認定制度に対する会員の認知度を高める活動を進めます。

3) 田口賞につい
て

・⽥口賞の審査基準に照らして、会員が所属する組織体としての実践成果、学会貢
献、事業持続性、事業成果、品質工学取り組みの質と量などについて調査を継続的に
⾏いました。その結果、残念ながら2019年は⽥口賞審査に諮る組織体候補を選定す
るに⾄らず、2019年の⽥口賞授賞は⾒送りました。

・引き続き、⽥口賞審査に諮る組織体候補の選定を継続的に実施し、第3回⽥口賞
授賞の可能性を探索します。

4) 掲載論⽂のレ
ビュー

・2019年の学会誌に掲載されたすべての論⽂についてレビューを実施しました。また、研
究発表⼤会についてもレビューを実施しました。レビューの結果は記事として2020年学
会誌に掲載予定です。

・2020年の学会誌掲載論⽂に対するレビューを実施し、結果を逐次、学会誌に掲載
します。2020年の研究発表⼤会は開催中止となったため、発表⼤会レビューは⾒送り
ます。
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活動実績 事業計画 (案)

2019年度事業報告および2020年度事業計画

5）各賞の審査に
ついて

・⼤会発表に対して発表賞⾦賞1件、銀賞3件を選定し、例年通り⼤会2⽇⽬に表彰
を⾏いました。
・ASI賞1件、学⽣賞1件を選定し、学会誌4⽉号にて告知しました。
・コロナ災禍の影響を鑑み、論⽂賞の表彰審査会を2020年4⽉に順延しました。同じ
く、⽇本規格協会理事⻑賞も本審査会を2020年4⽉に順延しました。両賞ともに、選
定結果は学会誌6⽉号にて告知予定です。
・検討の結果、品質工学功労賞については、いったん構想を取り下げることにしました。
20年度より、現在の品質工学会の表彰体系全体の在り⽅を検討する中で、功労賞の
必要性についても検討します。

・論⽂賞，ASI賞，⽇本規格協会理事⻑賞、学⽣賞について審査し、授賞者を選
定します。
・2020年の研究発表⼤会は開催中止となったため、発表賞、会⻑賞，⼤会実⾏委
員会⻑賞の授賞を⾒送ります。
・現在の品質工学会の表彰体系と各賞の位置づけを明確にしたうえで、新たな表彰追
加の必要性を検討していきます。

運営統括部　「広報部会」
2019 2020

活動実績 事業計画 (案)
1）広報宣伝活動
について

・個人会員および賛助会員の獲得を図るべく，学会Webページをはじめとして各メディ
アやイベントを通じた広報活動を実施しました。

・個人会員はもとより賛助会員の獲得を図るべく，各メディアやイベントを通じた広報活
動を積極的に実施していきます。

・情報発信領域についての課題整理と議論をし，学会ホームページに掲載する情報に
ついて整理し，ステークホルダーへ必要な情報の発信を⾏いました。

・引き続き，情報発信領域についての課題整理を⾏います。さらに，ステークホルダーと
の関係を深化させる⽅法について考えていきます。

・第27回研究発表⼤会会場にてカタログ展示会を開催し，品質工学会の活動を広く
認知してもらう機会としました。

・カタログ展示の運営⽅法について現状を踏まえ再検討を⾏い，出展者が参加しやすく
効果のあるものとするための⽅策についてまとめます。次回の品質工学研究発表⼤会会
場にて実施することとして，⼤会参加者に出展者の活動を広く認知してもらう機会とし
ます。

・広告代理店と連携を取ることで学会誌への広告掲載数の維持を図りました。 ・引き続き，広告代理店と連携を取りながら，学会誌広告掲載件数の拡⼤を図りま
す。

・第27回品質工学研究発表⼤会の宣伝告知活動としての配信，ホームページ上での
情報掲載，⽇刊工業新聞への2回の広告掲載を実施しました。

・品質工学研究発表⼤会の前後に2回，⽇刊工業新聞紙⾯で開催告知と結果報
告を掲載について継続し，周知と参加者拡⼤を図ります。また，学会ホームページに
⼤会の情報を掲載します。

・第12回品質工学技術戦略研究発表⼤会の宣伝告知を実施，参加者の確保に務
めました。

・第13回品質工学技術戦略研究発表⼤会の宣伝告知を強⼒に進め，多くの参加
者を募ります。

2）学会ホーム
ページについて

・J-STAGEの活⽤を継続しました。
・Web上で会員情報を扱う範囲のセキュリティ維持に努めました。
・学会Webページの内容を引き続き充実させてまいりました。
・学会イベントについて開催状況などを速やかに発信しました。

・ホームページを通して提供する会員サービスの拡充を図るべく，庶務部会，事業部会
と連携して内容構成の拡充を具体的に進めてまいります。
・ホームページへの掲載フローを整理して，各部会からの掲載依頼に対して迅速に対応
できるようさらなる効率化を検討します。

組織統括部　「企業普及委員会、研究会支援委員会、学校教育委員会」
2019 2020

活動実績 事業計画 (案)
組織統括部　全体
(1) 企業普及委
員会

研究会支援委員会、学校教育委員会の情報を参考に、工業技術センターとの連携
先の検討に取り組んだ。新たな品質工学研究会の発⾜を⽬標に、連携先として最初に
着手する工業技術センターを⾒出した。

新たな品質工学研究会の発⾜を⽬標に、品質工学会内のノウハウ、アイテム等を活⽤
して普及メニューを検討する。

都⽴工業技術研究センターとの連携について合意を得ることができた。 今後、都⽴工業技術研究センターを核とした東京品質工学会研究会の発⾜のための
準備を進める予定である。取り組みをもとに、新たな連携先を探索する。

(2) 研究会支援
委員会

公認研究会規程については、⼤幅に制定が遅れたため3⽉の理事会にてようやく審議
承認となりました。

新しく制定した公認研究会規程の下で，公認研究会と連携を強め，以下に述べる施
策を実施していきます。

1)研究会連携委員会活動
・研究会支援委員会⇒研究会連携委員会，
研究会支援委員⇒研究会委員
と名称を変更して活動中。
・新公認研究会規程の下で，全ての公認研究会から研究会委員を推薦してもらう予
定で，7⽉中には完了したい。

1)研究会連携委員会活動
公認研究会規程の下で，全ての公認研究会から研究会委員を推薦してもらい，新し
い体制で研究会連携委員会活動を実施していきます。

2)公認研究会規程の制定と実施
・3⽉12⽇の理事会にて審議を⾏い制定しました。具体的な連携策の実施について
は，来期に実施を⾏いたいと考えています。

3)研究会による研究（⼤会発表・論⽂掲載）件数の増加
・2020年の⼤会に向けて，実⾏委員会からの提案で「研究会オーガナイズドセッショ
ン」を企画し，5研究会からセッション参加申し込みがあり，それにより⼤会発表件数も
2019年にくらべ⼤幅に増加する⾒通しがつきました。
・しかし，2020⼤会が中止のため，実施には⾄りませんでした。

2)研究会による研究（⼤会発表・論⽂掲載）件数の増加
・2020年⼤会における「研究会オーガナイズドセッション」において予定した発表予稿を
できるだけ，学会誌へ投稿できるように働きかけます。
・2021年の⼤会に向けて，2020年⼤会で実施できなかった「研究会オーガナイズド
セッション」を企画し，それを⼤会発表件数の増加につないでいきます。
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4）研究会と学会が共存・共栄できるエコシステムの構築
① 全国研究会活動展・研究会懇談会の企画と実施
全国研究会活動展・研究会懇談会を昨年度よりもブラッシュアップさせて実施しました。
特別企画として，海外の研究会（中国）の展示を⾏いました
② 研究会との連携強化
　具体的な研究会への支援策については未だ明確に定めておりません。2020年度で
⾏いたいと考えています。

３）研究会と学会が共存・共栄できるエコシステムの構築
① 全国研究会活動展・研究会懇談会の企画と実施
2020年⼤会は中止となりましたが，2021年開催する⼤会においては，できるだけ「研
究会オーガナイズドセッション」への参加研究会を多くの研究会によびかけます。研究会
懇談会についても実施していきます。
研究会活動展については，実施の可否も含めて再検討します。
② 研究会との連携強化
　第1ステップとして，研究会への具体的な支援内容を明確にした上で，実施していき
ます。

5）会員増加策の実施
残念ながら，増加策の具体的実施には⾄っていません。

４）会員増加策の実施
会員増加策について効果的な⽅法を再検討し実施していきます。

6）学会誌への研究会報告掲載
「研究会による掲示板原稿作成ガイドライン」を完成させました。そして試⽤期間を経
て，学会誌4⽉号より本格実施となりました。

５）学会誌への研究会報告掲載
引き続き学会誌掲示板への研究会報告投稿のサポートを⾏っていきます。

(3) 学校教育委
員会

○2019年6⽉26⽇　学会事務局会議室において、拡⼤学校教育委員会を開催し、
「品質工学会　学校交流会」の開催およびその準備について意⾒交換を⾏った。
○2019年11⽉9⽇に埼玉工業⼤学において学校交流会（準備会）を開催した。
内容は
（１）教育関係者による講演︓神奈川県⽴産業技術総合研究所　高橋和仁氏
（２）学⽣による研究発表︓埼玉工業⼤学工学部機械工学科卒研⽣　４件
（３）教育に関するディスカッション（学校教育の課題と解決策についての情報交
換）
なお、グループチャットを⽤いた遠隔地からの参加も試験的に実施した。
○2020年3⽉5⽇に埼玉工業⼤学において第２回学校交流会（準備会）の開催
を予定したが、新型コロナウイルス感染拡⼤防止のため8⽉に延期とした。

○2020年６⽉に学校教育委員会を遠隔会議にて開催する。
○2020年８⽉に埼玉工業⼤学において学校交流会（準備会）を開催する。
○2021年3⽉に学校交流会を開催する。

技術統括部　「発表⼤会実⾏委、戦略⼤会実⾏委、技術向上委」
2019 2020

活動実績 事業計画 (案)
技術統括部　全体
1）⼤会企画・運
営
(1) 発表⼤会実
⾏委員会

・第27回品質工学研究発表⼤会（RQES2019S）を2018年6⽉27⽇，28⽇
に，タワーホール船堀（江⼾川区）で開催しました。
・発表件数は67件で，壇上発表（28件），ポスター発表（39件）でした。⼤会参
加者数は498名と前回⼤会より65名減りましたが各会場では活発な議論が⾏えまし
た。

・第28回品質工学研究発表⼤会（RQES2020S）を2020年6⽉18⽇，19⽇
に，タワーホール船堀（江⼾川区）で開催する予定で，その準備を進めてきました
が，新型コロナウイルスの世界的な感染拡⼤を受け，検討を重ねた結果，参加者の
安全⾯を最優先し，中止を決定しました。

・第28回品質工学研究発表⼤会（RQES2020S）を2020年6⽉18⽇，19⽇
に，タワーホール船堀（江⼾川区）で開催する予定で，その準備を進めてきました
が，新型コロナウイルスの世界的な感染拡⼤を受け，検討を重ねた結果，参加者の
安全⾯を最優先し，中止を決定しました。

・第29回品質工学研究発表⼤会（RQES2021S）を2021年6⽉24⽇，25⽇
に，タワーホール船堀（江⼾川区）で開催する予定で，その準備を進めます。発表
申し込みの締め切りは2020年12⽉末の予定です。多くの会員の発表申し込みを期待
しています。

・新型コロナウィルスの世界的な感染拡⼤を受け，検討を重ねた結果，参加者の安全
⾯を最優先し，ICRQE2020は1年延期を決定しました。
共同開催に向けて検討・準備してきた内容は2021年度に活かします。

・RQES2021Sは，ICRQEとの共同開催します。延期となったICRQE2020の準備は
途中まで進められたので、ICRQE2021はそれを引き継ぎ再始動します。さらに多くの発
表が集まることを期待します。

・RQES2020Sでは，例年よりも2カ⽉早く発表申込の受付を開始したり，会員向け
一⻫メールにて発表の呼びかけたりした他，全国の研究会および研究会連携委員会と
協⼒し，研究会オーガナイズドセッションを企画するなどの発表件数増加策を実施した
結果，合計84件の発表が⾏われる予定でした。

・RQES2020S中止の分はRQES2021Sで発表していただけるように働きかけを⾏いま
す。また，RQES2020Sで⾏った取り組みを継続することも検討していきます。

(2) 戦略⼤会実
⾏委員会

第12回品質工学技術戦略研究発表⼤会（RQES2019A）を予定どおり2019年
11⽉22⽇開催しました。ITと結合テーマとして、JAXA標準書、AIとMTシステム、⾃動
⾞における１DシミュレーションとMBDなど招待講演１件、研究発表４件について議論
しました。⼤会参加者は直近２年と同数の125名（内⾮会員１０名）となった。今
⼤会からアンケートをwebにて集計し、運営側リソースの低減を図りました。

第13回品質工学技術戦略研究発表⼤会（RQES2020A）を2020年11⽉27⽇
に，星陵會舘ホール（千代⽥区永⽥町）で開催します。ITとの結合による品質工学
の有効性を議論する予定です。特にDFSSにおける品質工学の在り⽅、またマツダを中
⼼とした広島地区の戦略についても取りあげ、広くマネジメント層の参加を促していきま
す。

2）技術向上委員
会

技術向上委員会としては、2018年度に活動領域を⾒直し、品質工学の「体系化」、
「新領域適⽤」、「手法研究」の3領域について取り組んでいます。

・品質工学の「体系化」、「新領域適⽤」、「手法研究」の3領域について、昨年度の活
動を継続して取り組みます。
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　・品質工学体系
化

・過去の研究論⽂（学会誌、⼤会予稿集）について、体系化した品質工学データ
ベースを構築することに取り組んでいます。
・2019年は2回（3⽉、9⽉）の会合を持ち、体系化活動の⽅向性と内容を議論しま
した。
・データベースの構造（枠組み）を決定し、2018年研究発表⼤会予稿集に掲載され
ている研究論⽂を例にデータベースの雛形を作成しました。

・昨年度の継続として以下の取組みを⾏います。
➀ひな形の吟味を⾏い、フレームワークを確定し、本格的にデータベース作成を進めま
す。作成には協⼒者が必要で、論⽂執筆者（学会員）、研究会メンバー、代議員に
協⼒をお願いする予定です。
②データベースの運⽤（活⽤）⽅法と管理⽅法を検討します。学会のホームページで
開示するとともに、分野ごとのハンドブック作成を⽬指します。
③新規データの登録⽅法を決定し、体系化された論⽂の⾃動蓄積を⽬指します。
　

　・品質工学新領
域開拓

・技術向上委員会単独としてではなく、他の活動体に参画する形で品質工学の新たな
活動領域の開拓に取り組んでいます。
１）新種品開発プロセス研究会（事業部会報告参照）WG活動➀「創造性と効率
性を両⽴した技術開発プロセスの研究」(WG2)活動
・技術向上委員会関係は、WG幹事として細川哲夫氏、委員として浜⽥和孝氏、沢
⽥⿓作氏、芝野広志氏が参画しています。
・DFSSのプロセスを軸に新たな技術開発プロセスの構築に取り組んでいます。
②「損失関数の新事業プロセス評価への適⽤研究」(WG3)活動
・技術向上委員会関係は、太⽥勝之氏が委員として参画しています。
・プロジェクトの価値を損失関数を⽤いて評価する⽅法の研究で、品質工学の損失関
数に限定せず、損失関数に類似する評価⽅法の理論及び事例を収集し、全体の評価
基準のモデル考案とその適⽤に取り組んでいます。
新商品開発プロセス研究会の活動の中間報告を11⽉23⽇に⽇本品質管理学会の
年次⼤会の中で報告しました。

・新商品開発プロセス研究会でのWG活動、JAXAでの品質工学研究会の活動に委
員として継続参加します。（2019年度活動報告参照）

２）MBD、１DCAEへの品質工学の活⽤
（1）JAXAでの品質工学研究会への参画
・宇宙航空領域への品質工学適⽤拡⼤を図ることを⽬的として、2018年度に研究会
が設置されて活動を継続しています。
・品質工学会から吉澤正孝氏が委員⻑を務め、近岡淳氏、浜⽥和孝氏、沢⽥⿓作
氏、細井光夫氏、⽩⽊信氏が委員として参加しています。

・2019年度は、具体的な活動は実施できませんでした。 ・農水省プロジェクトを含め、新たな分野、領域への活⽤に向けた⽅針、⽅策を再検討
します。

　・品質工学手法
研究

手法研究については、既存の手法と新しい手法の2⾯から取組む⽅針です。
１）既存の手法
・手法上の諸課題について認識を共有し、手法に関する論説や解説を学会誌に掲載
するという⽅向性は確認していますが、具体的なテーマでの取り組みには⾄りませんでし
た。
・MTシステムについては、過去の⼤会発表事例を手法毎に整理しました。その結果、各
手法に対する改善提案が多数発表されていることが改めて分かりました。それぞれ貴重
な発表です。これらを精査し、学会として提案できる内容について論説や解説として発
信していくことが必要と考えています。

・2019年度の取り組み⽅針を継続します。
１）既存の手法
・直交表、SN⽐、損失関数、MTシステムの課題を改めて委員間で共有し、テーマ、分
担を決めて解説、論説を作成します。
２）新しい手法
・新商品開発プロセス研究会活動として継続して取り組みます。

２）新しい手法（品質管理学会と品質工学会との連携で活動している、新商品開
発プロセス研究会WG2，WG3の活動の中で実施）
・ＷＧ２「創造性と効率性を両⽴した技術開発プロセスの研究」の中で、一連の開発
手法の一つとしてCS-T法を位置づけて、新たな開発プロセス構築を進めています。
・損失関数については、ＷＧ３「損失関数の新事業プロセス評価への適⽤研究」のな
かで、事業開発プロセス事業評価指標として、品質工学で言う損失関数を拡張し、全
体の評価基準のモデル考案とその適⽤研究を進めています。
（事業部会︓新規事業委員会活動参照）

品質工学用語 ・技術向上委員会に品質工学⽤語規格作成分科会を設置し、品質工学会規格
QES S 1001︓2007を参考として、新⽤語の追加や定義の⾒直しを進めています。

 ・⾒直しにあたり、⽬的、狙いを明確にしました。
１）多くの新しい⽤語が学会誌や論⽂で使われており、その再定義が必要。
２）2007版の品質工学⽤語に対し、わかりにくい点。英訳などを重点に⾒直しを⾏
う。なお、⽤語数は既存の⽤語に限定せず、幅広く収集し、引⽤や参考を明記する。
３）国際的な普及、論⽂の英⽂化のためにも、⽇英併記の⽤語集とする。
４）品質工学学会員（特に初学者、入門者の論⽂の理解と研究発表の促進につな
がる表現を⼼掛ける。
・活動は、幹事の太⽥氏を中⼼に⾏っており、2回（3⽉、9⽉）の会合にて、メンバー
で内容を議論しました。
・2007年の82⽤語に対し、追加対象検討として、169⽤語（特に英訳事例を収集し
追加）したものをメンバーに配布し、意⾒の収集中です。一つの⽤語で議論が⻑く及ぶ
こともあり、時間が想定以上にかかっています。
・英訳については、ASIの⽥口伸氏の協⼒を得て⾒直しました。

・2019年度に引き続き、改訂作業を続け、2020年10⽉末を⽬標として改訂規格を
作成します。

今後の進め⽅
➀メンバーの意⾒収集
②対象⽤語の追加
③定期的なSkype会議、メイルなどでの意⾒交換の促進
④今後の更新を考慮したデータベース化（掲載や⽤途に応じた選定）

1) MTシステム研
究会

MTシステム研究委員会では、2019年9⽉に研究会を開催し、MTシステムを利⽤した
事例に関する成果の報告をしました。
なお、2020年の3⽉は、都合により開催できませんでした。

MTシステム研究委員会では、2020年度に2回の開催を予定しています。
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